
9月23日に行われた第18回いつきのみや観月会の様子（詳しくは本紙9頁をご覧ください）

今月号の主な内容
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●ひと・まち・ふれあい企画：楽しい手作り教室ほか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P
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　　　　  特集：決算
 

平
成
29
年
度 

一
般
会
計
決
算

歳 出

86
億
４
千
万
円
の

　
　
　

 

ま
ち
づ
く
り

一
般
会
計
歳
入 
92
億
５
５
６
万
４
千
円

その他 1,652,422 千円 17.9％
 内　 訳
 利子割交付金
 配当割交付金
 株式等譲渡所得割交付金
 ゴルフ場利用税交付金
 自動車所得税交付金
 地方特例交付金
 交通安全対策特別交付金

※分担金及び負担金
※使用料及び手数料
※財産収入
※寄附金
※繰入金
※繰越金
※諸収入

※印は自主財源

※町税
2,559,635千円
27.8％

※地方交付税
1,989,455千円
21.6％

国庫支出金
1,111,422千円 12.1％

県支出金
589,548千円 6.4％

町債
819,400千円 8.9％

地方消費税交付金
367,094千円 4.0％

地方譲与税
116,588千円 1.3％

※自主財源 計=4,101,416千円 44.6％
　依存財源 計=5,104,148千円 55.4％

　

私
た
ち
が
納
め
た
税
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

た
の
か
、
一
般
会
計
を
中

心
に
平
成
29
年
度
決
算
の

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
明
和
町

一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別

会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
各

決
算
、
水
道
事
業
会
計
の

決
算
が
、
９
月
に
開
か
れ

た
平
成
30
年
第
３
回
明
和

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、

歳
入
総
額
は
92
億
５
５
６

万
４
千
円
（
対
前
年
度
比

２
・
４
％
減
）、
こ
れ
に
対

し
て
歳
出
総
額
は
86
億
４
３
９
０
万
７
千
円
（
対
前
年
度
比
３
・
３
％
減
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
５
億
６
１
６
５
万
７
千
円
の
黒
字
と
な
り
、
こ
の
差
引
額
を
翌
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
で
決
算

を
終
え
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
億
３
９
１
万
５
千
円
（
一
般

財
源
分
、
継
続
費
逓
次
繰
越
額
及
び
繰
越
明
許
費
繰
越
額
）
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は

４
億
５
７
７
４
万
２
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
支
を
平
成
29
年
度
の
単
年
度
で
考
え
た
場
合
、
こ
の
実
質
収
支
額
か
ら
前
年
度
の
実

質
収
支
額
４
億
３
６
２
２
万
円
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
額
は
２
１
５
２
万
２
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出 

86
億
４
３
９
０
万
７
千
円

議会費 84,021千円 1.0％
総務費
1,586,336千円
18.3％

諸支出金 186,545千円 2.2％
公債費
787,627千円 9.1％

消防費
294,563千円
3.4％

土木費
787,931千円
9.1％
商工費
42,071千円 0.5％
農林水産業費
361,637千円 4.2％ 労働費 91千円 0.1％

衛生費
550,065千円 6.3％

民生費
2,908,743千円 
33.6％

　教育費
1,022,577千円 
11.8％

 
6,354 千円
15,869 千円
15,688 千円
6,175 千円
42,309 千円
21,476 千円
2,770 千円

 
1,515 千円

153,596 千円
8,218 千円

259,840 千円
386,923 千円
496,787 千円
234,902 千円

災害復旧費 31,700千円 0.4％
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特集：決算
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■一般会計歳出の性質別経費

その他 2.7％
233,565千円

人件費 17.1％
1,475,705千円

扶助費 14.4％
1,243,074千円

繰出金 14.2％
1,230,067千円

公債費 9.1％
787,627千円

普通建設事業費
15.5％
1,343,998千円

物件費 16.1％
1,392,509千円

補助費等 10.5％
905,662千円

①　義務的経費 40.6％  3,506,406千円
②　投資的経費 15.9％  1,375.698千円
③　その他経費 43.5％  3,761,803千円

災害復旧事業費 0.4％
31,700千円

歳出
8,643,907
千円

2725平成
0

70

75

80

(億円)

26 28

85

90

83

円
千
7
万
9
6
8
8
億

89

円
千
8
万
2
2
5
3
億

(年度)
29

86

円
千
7
万
0
9
3
4
億

85

円
千
8
万
1
9
7
5
億

85

円
千
９
万
９
２
6
2
億

■一般会計歳出決算額の推移
＝用語の解説＝

【自主財源と依存財産】自主
財源とは、町税や使用料・
手数料、寄附金など、町が
自主的に収入する財源です。
また、依存財源とは、国や
県の意思決定に基づき収入
されるもので、主なものは、
地方交付税や国庫支出金、
地方債などです。
【義務的経費と投資的経費】
義務的経費とは、任意で削
減できない経費（人件費、
扶助費、公債費）です。投
資的経費とは、支出が資本
形成に向けられるもので、
普通建設事業費が代表的な
ものです。

　

一
般
会
計
歳
入
の
内
訳
に
つ
い
て
、

２
ペ
ー
ジ
上
段
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

一
般
会
計
歳
入
92
億
５
５
６
万
４
千

円
の
う
ち
主
な
も
の
は
、
自
主
財
源
の

柱
と
な
る
町
税
が
25
億
５
９
６
３
万
５

千
円
（
構
成
比
27
・
８
％
）、
地
方
交

付
税
が
19
億
８
９
４
５
万
５
千
円
（
構

成
比
21
・
６
％
）、
国
庫
支
出
金
（
国

か
ら
の
補
助
金
）
が
11 

億
１
１
４
２
万

２
千
円
（
構
成
比
12
・
１
％
）
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
税
や
使
用
料
・
手
数

料
な
ど
「
自
主
財
源
」
の
合
計
は

41
億
１
４
１
万
６
千
円
（
構
成
比
44
・

６
％
）、
地
方
交
付
税
や
町
債
、
国
・

県
支
出
金
な
ど
「
依
存
財
源
」
の
合
計

は
51
億
４
１
４
万
８
千
円
（
構
成
比

55
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
歳
出
の
内
訳
に
つ
い
て
、

２
ペ
ー
ジ
下
段
の
円
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
一
般
会
計
歳
出
86
億
４
３
９

０
万
７
千
円
の
う
ち
の
主
な
も
の
は
、

総
務
費
が
15
億
８
６
３
３
万
６
千
円

（
構
成
比
18
・
３
％
）、
民
生
費
が
29
億

８
７
４
万
３
千
円（
構
成
比
33
・
６
％
）、

教
育
費
が
10
億
２
２
５
７
万
７
千
円

（
構
成
比
11
・
８
％
）、
公
債
費
（
借
入

金
の
償
還
）
が
７
億
８
７
６
２
万
７
千

円
（
構
成
比
９
・
１
％
）
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
債
残
高　

一
般
会
計
で
85
億
３
千
万
円

　

明
和
町
全
体
で
は
１
６
３
億
３
千
万
円

　

一
般
会
計
に
お
け
る
町
債

（
借
入
金
）
の
平
成
29
年
度

末
残
高
は
85
億
３
４
６
４
万

円
（
対
前
年
度
比
１
・
４
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
和
町
全
体
（
一

般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
）
に
お
け
る
町
債

の
同
残
高
の
合
計
額
は
１
６

３
億
３
０
８
３
万
円
（
対
前

年
度
比
１
・７
％
増
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

■町債 平成 29年度末残高（単位：千円）
会　計　別 残　高

一　　  般 　 　会　  　計 8,534,640

特　
別　
会　
計

斎 宮 跡 保 存 事 業
住宅新築資金貸付事業
国 民 健 康 保 険
農 業 集 落 排 水 事 業
公 共 下 水 道 事 業

883,316
22,459
24,000

2,586,609
2,531,266

水 道 事 業（ 企 業 会 計 ） 1,748,540
町 全 体 の 合 計 16,330,830

■一般会計・特別会計の決算　　　　　　  （単位：千円）
会　計　別 予算額 歳入額 歳出額
一　般　会　計 10,107,991 9,205,564 8,643,907

特　
別　
会　
計

斎宮跡保存事業

国 民 健 康 保 険

住宅新築資金貸付事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

848,967

3,169,900

11,800

195,725

795,839

2,359,917

453,084

769,840

3,176,915

30,779

197,191

714,638

2,412,642

462,362

776,783

2,856,359

11,725

188,667

680,864

2,222,239

451,939

総　　計 17,943,223 16,969,931 15,832,483

■水道事業（企業会計）決算
（１）  収益的収入及び支出　 収益的収入　　　453,698 千円
　　　　　　　　　　　　   収益的既出　　　423,142 千円
（２）  資本的収入及び支出　 資本的収入　　　　76,239 千円
　　　　　　　　　　　　   資本的支出　　　251,453 千円
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平
成
29
年
度 

一
般
会
計
決
算 

歳
出
の
内
訳

【
議
会
費　

８
４
０
２
万
１
千
円
】

①
議
会
費　

８
４
０
２
万
１
千
円
︙
議
会
費
（
議
員
報
酬
、

人
件
費
、
議
会
だ
よ
り
発
行
ほ
か
）

【
総
務
費　

15
億
８
６
３
３
万
６
千
円
】

①
総
務
管
理
費
13
億
６
７
０
９
万
２
千
円
︙
一
般
管
理
費

（
人
件
費
ほ
か
）、
広
報
費
（
広
報
め
い
わ
発
行
ほ
か
）、

会
計
管
理
費
、
文
書
管
理
費
、
財
産
管
理
費
（
庁
舎
等
維

持
管
理
ほ
か
）、
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
費
（
シ
ス
テ
ム
端

末
機
等
保
守
、
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
組
制
作
等
業
務
委
託

ほ
か
）、
企
画
費
（
ふ
る
さ
と
寄
附
推
進
ほ
か
）、
交
通
安

全
対
策
費
（
道
路
反
射
鏡
設
置
工
事
ほ
か
）、
災
害
対
策

費
（
土
地
購
入
費
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
工
事
ほ
か
）、

防
犯
対
策
費
（
防
犯
灯
設
置
工
事
ほ
か
）、
自
治
振
興
費

（
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
運
営
補
助
、
自
治

会
交
付
金
ほ
か
）、
地
域
振
興
費
（
自
主
運
行
バ
ス
業
務

委
託
、
市
民
活
動
支
援
事

業
委
託
ほ
か
）、
地
方
創

生
推
進
交
付
金
事
業
（
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
健
康

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
委
託

ほ
か
）

②
徴
税
費

　

１
億
４
５
５
５
万
４
千
円

︙
税
務
総
務
費（
人
件
費
、

電
算
委
託
ほ
か
）、
収
税

対
策
費
（
過
誤
納
等
還
付
金
ほ
か
）

③
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費　

４
７
８
１
万
４
千
円
︙
戸
籍
住

民
基
本
台
帳
費
（
シ
ス
テ
ム
委
託
ほ
か
）

広報めいわ平成30年
（2018年）11月号

　　　　  特集：決算

④
選
挙
費　

１
６
６
４
万
１
千
円
︙
選
挙
管
理
委
員
会
費

（
委
員
報
酬
、
人
件
費
ほ
か
）、
衆
議
院
・
議
員
選
挙
費
（
ポ

ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
管
理
撤
去
委
託
料
ほ
か
）

⑤
統
計
調
査
費　

８
６
７
万
９
千
円
︙
統
計
調
査
総
務
費

（
人
件
費
）、
各
種
統
計
調
査
費
（
就
業
構
造
基
本
調
査
員

報
酬
ほ
か
）

⑥
監
査
委
員
費　

55
万
６
千
円
︙ 

監
査
委
員
費
（
委
員
報

酬
ほ
か
）

【
民
生
費
29
億
８
７
４
万
３
千
円
】

①
社
会
福
祉
費　

17
億
１
４
６
３
万
９
千
円
︙
社
会
福
祉
総

務
費
（
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
、
子
ど
も
・
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
、
臨
時
福
祉
給
付
金
ほ
か
）、
国
民
健
康
保

険
事
務
費
（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
ほ
か
）、

後
期
高
齢
者
医
療
事
務
費
（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

繰
出
金
）、
国
民
年
金
事
務
費
（
電
算
委
託
ほ
か
）、
障
が

い
者
福
祉
費
（
介
護
給
付
費
ほ
か
）、高
齢
者
福
祉
費
（
老

人
ク
ラ
ブ
助
成
、
敬
老
福
祉
大
会
ほ
か
）、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
費
（
需
用
費
ほ
か
）、
人
権
対
策
費
（
人
権
啓
発

事
業
ほ
か
）、
社
会
福
祉
施

設
費
（
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
管

理
費
ほ
か
）、人
権
セ
ン
タ
ー

費
（
サ
ー
ク
ル
講
座
、
人
権

講
演
会
ほ
か
）、
福
祉
資
金

貸
付
事
業
費（
需
用
費
ほ
か
）

②
児
童
福
祉
費　

　

11
億
９
４
１
０
万
３
千
円
︙

児
童
福
祉
総
務
費
（
児
童
手

当
ほ
か
）、
子
ど
も
支
援
対

策
総
務
費
（
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
費
ほ
か
）、
保
育
施
設

管
理
費
（
こ
ど
も
園
施
設
管
理
ほ
か
）、
児
童
施
設
管
理

費
（
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
管
理
費
ほ
か
）、
保
育
給
食
施
設

管
理
費
（
保
育
所
給
食
施
設
管
理
費
ほ
か
）、
子
ど
も
支

援
対
策
費
（
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
委
託
ほ
か
）、
児
童
保
育

費
（
人
件
費
、
施
設
型
給
付
費
ほ
か
）、
保
育
給
食
運
営

費
（
需
用
費
ほ
か
）

【
衛
生
費　

５
億
５
０
０
６
万
５
千
円
】

①
保
健
衛
生
費　

５
億
５
０
０
６
万
５
千
円
︙
保
健
衛
生
総

務
費
（
一
次
救
急
医
療
体
制
事
業
負
担
金
ほ
か
）、
環
境

衛
生
費
（
広
域
事
務
組
合
負
担
金
、
上
水
道
事
業
補
助
、

再
生
資
源
回
収
委
託
ほ
か
）、
公
害
対
策
費
（
環
境
現
況

調
査
委
託
ほ
か
）、
成
人
保
健
対
策
推
進
費
（
健
康
増
進

法
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
・
予
防
接
種
委
託
ほ
か
）、
母

子
衛
生
費
（
乳
幼
児
・
学
童
等
予
防
接
種
委
託
、
母
子
保

健
事
業
、乳
児
・
妊
婦
健
診
委
託
ほ
か
）、下
水
処
理
費
（
広

域
衛
生
組
合
負
担
金
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
ほ
か
）

【
労
働
費　

９
万
１
千
円
】

①
労
働
費　

９
万
１
千
円
︙
労
働
諸
費
（
負
担
金
ほ
か
）

【
農
林
水
産
業
費　

３
億
６
１
６
３
万
７
千
円
】

①
農
業
費

　

３
億
３
４
２
万
円
︙
農
業

委
員
会
費
（
委
員
報
酬
、

農
地
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

保
守
等
業
務
委
託
料
ほ

か
）、
農
業
総
務
費
（
緑

化
事
業
、
松
く
い
虫
防
除

委
託
、
ふ
る
さ
と
水
と
土　

農
村
環
境
創
造
事
業
ほ

4
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か
）、
農
業
振
興
費
（
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
対
策
交

付
金
、
青
年
就
農
給
付
金
ほ
か
）、
畜
産
業
費
（
松
阪
食

肉
公
社
運
営
支
援
対
策
負
担
金
ほ
か
）、
農
地
費
（
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
斎
宮
地
区
負

担
金
ほ
か
）

②
水
産
業
費　

５
８
２
１
万
８
千
円
︙
水
産
振
興
費
（
水
産

振
興
対
策
事
業
補
助
ほ
か
）、
漁
港
費
（
下
御
糸
漁
港
航

路
浚
渫
工
事
ほ
か
）

【
商
工
費　

４
２
０
７
万
１
千
円
】

①
商
工
費

　

４
２
０
７
万
１
千
円
︙
商

工
総
務
費
（
町
商
工
会
補

助
ほ
か
）、
商
工
業
振
興
費

（
小
規
模
事
業
資
金
等
保
証

料
補
給
金
ほ
か
）、
観
光
費

（
観
光
関
係
啓
発
業
務
委

託
、
観
光
協
会
補
助
ほ
か
）

【
土
木
費　

７
億
８
７
９
３
万
１
千
円
】

①
土
木
管
理
費　

９
５
５
５
万
３
千
円
︙
土
木
総
務
費
（
土

木
設
計
シ
ス
テ
ム
等
借
上
料
ほ
か
）、
地
籍
調
査
費
（
調

査
測
量
委
託
ほ
か
）

②
道
路
橋
梁
費　

４
億
１
９
６
１
万
７
千
円
︙
道
路
橋
梁
総

務
費
（
道
路
台
帳
等
整
備
業
務
委
託
）、
道
路
橋
梁
維
持

費
（
幹
線
・
一
般
道
路
維
持
修
繕
工
事
ほ
か
）、
道
路
新

設
改
良
費
（
道
路
舗
装
・
改
良
工
事
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
、
狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進
事
業
ほ
か
）

③
河
川
費　

55
万
５
千
円
︙
河
川
総
務
費
（
急
傾
斜
地
災
害

緊
急
対
策
事
業
負
担
金
ほ
か
）

④
都
市
計
画
費　

２
億
５
３
６
０
万
９
千
円
︙
都
市
計
画
総

務
費
（
需
用
費
ほ
か
）、公
園
費
（
公
園
管
理
委
託
ほ
か
）、

下
水
道
費
（
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
ほ

か
）開
発
指
導
費（
需
用
費
）

⑤
住
宅
費

　

１
８
５
９
万
７
千
円
︙
住

宅
管
理
費
（
町
営
住
宅
浄

化
槽
維
持
管
理
委
託
ほ
か
）

【
消
防
費　

２
億
９
４
５
６
万
３
千
円
】

①
消
防
費

　

２
億
９
４
５
６
万
３
千
円

︙
常
備
消
防
費
（
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
負
担

金
）、非
常
備
消
防
費
（
消

防
団
員
報
酬
・
費
用
弁
償

ほ
か
）、消
防
施
設
費
（
消

火
栓
設
置
等
委
託
ほ
か
）

【
教
育
費　

10
億
２
２
５
７
万
７
千
円
】

①
教
育
総
務
費　

２
億
４
０
７
６
万
９
千
円
︙
教
育
委
員
会

費
（
委
員
報
酬
ほ
か
）、
給
食
施
設
管
理
費
（
施
設
備
品

購
入
費
ほ
か
）、学
校
運
営
費
（
巡
回
相
談
員
謝
金
ほ
か
）、

給
食
運
営
費
（
給
食
調
理
業
務
委
託
料
ほ
か
）

②
小
学
校
費　

２
億
７
６
７
６
万
１
千
円
︙
学
校
管
理
費

（
施
設
備
品
購
入
費
、
施
設
維
持
補
修
工
事
ほ
か
）、
学
校

運
営
費
（
就
学
援
助
費
ほ
か
）

③
中
学
校
費　

１
億
２
６
５
２
万
８
千
円
︙
学
校
管
理
費

（
中
学
校
建
設
実
施
設
計
等
業
務
委
託
、
施
設
管
理
費
ほ

か
）、
学
校
運
営
費
（
就
学
援
助
費
、
特
別
支
援
教
育
就

学
奨
励
費
ほ
か
）

④
幼
稚
園
費

　

１
億
７
３
６
万
３
千
円
︙
施

設
管
理
費
（
駐
車
場
用
地
借

上
料
ほ
か
）、
幼
稚
園
運
営
費

（
賃
金
、
需
用
費
ほ
か
）

⑤
社
会
教
育
費　

２
億
３
０
３
８

　

万
４
千
円
︙
社
会
教
育
総
務

費
（
人
件
費
ほ
か
）、
社
会
教

育
費
（
委
員
報
酬
ほ
か
）、
公

民
館
費
（
公
民
館
講
座
・
同

好
会
、
文
化
祭
ほ
か
）、
文
化
財
保
存
活
用
費
（
斎
宮
跡

保
存
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
、
発
掘
調
査
機
材
等
借
上
料

ほ
か
）、
ふ
る
さ
と
会
館
費
（
指
定
管
理
者
委
託
、
施
設

備
品
購
入
費
ほ
か
）

⑥
保
健
体
育
費　

４
０
７
７
万
３
千
円
︙
保
健
体
育
総
務
費

（
指
導
委
員
報
酬
、
体
育
協
会
補
助
、
国
民
体
育
大
会
準

備
等
委
託
ほ
か
）、
体
育
施
設
費
（
指
定
管
理
委
託
ほ
か
）

【
公
債
費　

７
億
８
７
６
２
万
７
千
円
】

①
公
債
費　

７
億
８
７
６
２
万
７
千
円
︙
元
金
（
償
還
元

金
）、
利
子
（
償
還
金
利
子
）

【
諸
支
出
金　

１
億
８
６
５
４
万
５
千
円
】

①
基
金
費　

１
億
８
６
５
４
万
５
千
円
︙
教
育
・
福
祉
施
設

建
設
基
金
費
（
同
基
金
積
立
金
）、
ふ
る
さ
と
寄
附
基
金

費
（
同
基
金
積
立
金
）
ほ
か

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

※
各
費
内
訳
の
合
計
は
、
千
円
未
満
単
位
の
端
数
調
整
に

よ
っ
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

5



広報めいわ平成30年
（2018年）11月号

　　　　  特集：決算
 

平
成
29
年
度 

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算

国民健康保険特別会計：歳入 3,176,915,132 円、
歳出 2,856,359,475円、歳入歳出差引額320,555,
657 円の黒字となりました。

　平成29年度特別会計と水道事業会計（企
業会計）決算は、各グラフ等のとおりです。
※各グラフ等の内訳の計は、端数処理に
よって合計と一致しない場合があります。
各会計決算の詳細内容については、総務課
（☎ 52・7111）へお問い合わせください。

【斎宮跡保存事業特別会計】
歳入 7億6,984万円

町債　 242,300千円

繰越金  31,246千円
諸収入       286千円
寄付金       110千円

繰入金 　163,303千円

県支出金 　39,511千円

国庫支出金
293,085千円

歳出 7億7,678万3千円
公債費　56,031千円

災害復旧費　399千円

総務費  720,352千円
歴史的風致維持向上計画推進費
506,655千円
日本遺産活用推進費
4,824千円 ほか

斎宮跡保存事業特別会計：歳入 769,840,
427 円、歳出 776,782,541円、歳入歳出
差引額6,942,114円の赤字となりました。

【国民健康保険特別会計】
歳入 31億7,691万5千円

繰入金 153,463千円
繰越金 213,153千円
財産収入
1千円
諸収入
9,233千円

共同事業交付金
551,902千円

前期高齢者交付金
919,739千円

国民健康保険税
587,075千円

国庫支出金
523,567千円

県支出金
162,399千円

療養給付費交付金
56,384千円

歳出 28億5635万9千円
保健事業費 26,779千円
（保健事業費 2,757千円）
（特定健康診査等事業費 24,023千円）
諸支出金  58,000千円

共同事業拠出金 564,421千円

前期高齢者納付金等 1,125千円
老人保健拠出金 6千円
介護納付金　118,998千円

後期高齢者支援金等
311,035千円

総務費
6,551千円

保険給付費
1,763,443千円

公債費 6,000千円

【住宅新築資金等貸付事業特別会計】
歳入 3,077万9千円

県支出金 270千円

貸付金等償還収入 
13,420千円

諸収入 1千円

繰越金
17,089千円

歳出 1,172万5千円
住宅新築資金等
貸付事業費
521千円

住宅新築資金等貸付事業特別会
計：歳入 30,778,901 円、歳出 
11,724,541円、歳入歳出差引額
19,054,360円の黒字となりま
した。

公債費 11,204千円

【後期高齢者医療特別会計】
歳入 4億6,236万2千円

繰越金　9,103千円
諸収入   　557千円

後期高齢者医療保険料
168,064千円

繰入金
284,638千円 歳出 4億5,193万9千円

総務費
10,271千円諸支出金

665千円

後期高齢者医療
広域連合納付金
441,003千円

後期高齢者医療特別会計：歳入 462,362,114 円、
歳出 451,939,099円、歳入歳出差引額10,423,015
円の黒字となりました。
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公共下水道事業特別会計：歳入 714,638,294 円、歳
出 680,863,807円、歳入歳出差引額33,774,487 円
の黒字となりました。

【公共下水道事業特別会計】

歳入 7億1,463万8千円

【農業集落排水事業特別会計】
歳入 1億9,719万1千円

町債  295,800千円
諸収入 12,765千円

繰越金
24,992千円

分担金及び負担金
32,920千円

使用料及び手数料
46,942千円

国庫支出金
181,100千円

繰入金
120,120千円

財産収入
478千円
諸収入
1千円

繰越金
11,009千円

分担金及び負担金
2,202千円

使用料及び手数料
38,293千円

県支出金
4,234千円

繰入金
140,974千円

歳出 1億8,866万7千円
諸支出金
4,713千円

事業費
73,869千円

公債費
110,084千円

歳出 6億8,086万4千円

事業費 548,563千円
（施設建設事業費 449,437千円）
（維持管理費 36,344千円） ほか

公債費
132,300千円

農業集落排水事業特別会計：歳入 197,190,795 円、
歳出 188,666,678円、歳入歳出差引額8,524,117 円
の黒字となりました。

【平成29年度水道事業（企業会計）決算】
【介護保険特別会計】

介護保険特別会計：歳入 2,412,641,783 円、歳出 
2,222,238,968円、歳入歳出差引額190,402,815 円
の黒字となりました。

財産収入
84千円

歳入 24億1,264万2千円
諸収入
2,217千円

繰越金
133,131千円

繰入金
338,040千円

支払基金交付金
592,908千円

保険料
482,414千円

国庫支出金
547,948千円

県支出金
315,899千円

歳出 22億2,223万9千円
地域支援事業費
67,477千円
諸支出金
14,443千円

総務費
49,199千円

保険給付費
2,091,120千円

区　分 決算額

収益的収入

水道事業収益

　営業収益

　営業外収益

453,698千円

366,755千円

86,944千円

収益的支出

水道事業費用

　営業費用

　営業外費用

　特別損失

423,142千円

359,177千円

63,482千円

484千円

区　分 決算額

資本的収入

資本的収入

　出資金

　工事負担金

76,239千円

46,529千円

29,710千円

資本的支出

資本的支出

　建設改良費

　企業債償還金

251,453千円

95,979千円

155,473千円
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10
月
14
日
、
明
和
町
体
育
協
会
主
催
の
第
17
回
明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
が
明
和
中
学
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
各
地
区
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
老
人
会
な
ど
幅
広
い
年
代
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
全
国
大
会
出
場
者
や
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
の
競
技
種
目
で
は
新
種
目
の
60
メ
ー
ト
ル
走
や
、
職
域
リ

レ
ー
、
恒
例
の
老
人
会
の
大
玉
こ
ろ
が
し
、
火
災
予
防
啓
発
と
し
て

消
防
団
が
企
画
し
た
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
後
に
は
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
17
回 

明
和
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

　

９
月
21
日
、
明
和
中
学
校
新
校

舎
の
建
設
工
事
を
前
に
施
工
業

者
・
主
任
の
安
全
祈
願
祭
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
中
学
校
校
舎
は
築
60
年

が
経
過
し
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
新
校
舎
を
明
和
町
役

場
西
隣
の
敷
地
に
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
２
階
建
て
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
で
学
年
別
に
棟
が

分
か
れ
て
い
て
延
べ
床
面
積
は
現

明
和
中
学
校
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭

在
の
校
舎
に
比
べ
２
８
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
程
広
く
な
り
ま
す
。

　

安
全
祈
願
祭
に
は
、
行
政
関
係

者
を
は
じ
め 

設
計
、
工
事
関
係

者
な
ど
41
人
が
出
席
し
、
坂
本
神

社 

西
川
利
雄
宮
司
に
よ
る
神
事

が
執
り
行
わ
れ
、
新
校
舎
建
設
工

事
の
安
全
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
和
中
学
校
の
新
校
舎
は
、
平

成
31
年
11
月
頃
完
成
の
予
定
で

す
。

　

９
月
20
日
、
町
役
場
で
世
界
大

会
激
励
が
行
わ
れ
、
髙
山
野
亜
さ

ん
（
明
野
高
校
３
年
・
山
大
淀
）

が
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

髙
山
さ
ん
は
９
月
27
日
～
29
日

に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
リ

ン
ト
ン
で
行
わ
れ
た
「
男
子
ア
ン

ダ
ー
19
ア
ジ
ア
オ
セ
ア
ニ
ア
選
手

権
大
会
」
で
日
本
人
選
手
団
の
選

手
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
井
町
長
は
「
三
重
県
初
の
日

本
選
手
団
選
抜
と
い
う
こ
と
が
、

少
し
で
も
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
と
い
う

競
技
の
裾
野
を
広
げ
る
き
っ
か

世
界
大
会
出
場
者
を
激
励

まちの話題
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号

け
に
な
る
と
良
い
。
ま

た
、
試
合
会
場
が
海
外

な
の
で
体
調
に
も
気
を

付
け
て
プ
レ
ー
し
て
ほ

し
い
」
と
激
励
し
、
髙

山
さ
ん
は
「
三
重
県

初
の
代
表
と
い
う
こ
と

で
、
応
援
し
て
く
れ
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
期
待
に

応
え
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。
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（有料広告）

　

敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
９
月
１

日
現
在
町
内
最
高
齢
の
方
、
本
年

度
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
や

夫
婦
と
も
に
88
歳
以
上
と
な
ら
れ

る
皆
さ
ん
に
、
長
寿
の
お
祝
い
の

祝
詞
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し

た
。
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

■
町
内
最
高
齢
１
０
３
歳

　

西　

し
か
江
（
金
剛
坂
）

■
１
０
０
歳
到
達

　

片
岡　

朝
子
（
大
淀
）

　

五
十
嵐
要
一
（
行
部
）

　

土
屋　

せ
つ
（
大
淀
）

　

世
古　
　

清
（
内
座
）

　

喜
多　

さ
い
（
根
倉
）

　

中
瀬　

つ
ね
（
有
爾
中
）

■
88
歳
以
上
夫
婦　

　

中
井　

年
男
・
正
子
（
有
爾
中
）

　

山
本　

照
男
・
た
ゑ
子
（
養
川
）

　

多
井　

定
雄
・
と
み
（
北
藤
原
）

　

髙
森　

留
吉
・
み
つ
（
上
村
）

　

浅
沼　

米
生
・
和
代
（
明
星
）

　

山
本
二
三
一
・
か
づ
（
斎
宮
）

　

樋
口
善
次
郎
・
志
ず
（
有
爾
中
）

　

樫
本　
　

博
・
隆
子
（
明
星
）

　

中
川　

克
巳
・
愛
子
（
八
木
戸
）

　

山
路　

正
行
・
み
よ
（
前
野
）

町
内
ご
長
寿
の
皆
さ
ん
に
祝
詞
を
贈
呈

【
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
】

　

西
川　

昌
弘
・
八
重
子
（
佐
田
）

　

田
口　

正
穂
・
あ
き
（
大
淀
）

　

山
中　
　

勲
・
き
よ
子
（
明
星
）

　

山
口　

荘
六
・
ふ
さ
（
大
淀
）

　

田
端　

利
廣
・
た
か
子
（
蓑
村
）

　

西
村　

信
生
・
幸
子
（
内
座
）

　

西
川　
　

信
・
和
子
（
中
村
）

　

山
中　

良
雄
・
千
代
子（
山
大
淀
）

まちの話題
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号

　

９
月
23
日
に
、
い
つ
き
の
み
や

歴
史
体
験
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
第

18
回
い
つ
き
の
み
や
観
月
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

中
庭
ス
テ
ー
ジ
で
開
会
宣
言
の

あ
と
、
小
学
４
年
生
に
よ
る
斎い

つ
き王

の
舞
、
斎
王
役
に
よ
る
五
穀
豊
穣

に
感
謝
し
古
代
米
を
さ
さ
げ
る
、

「
斎
王
寿
の
儀
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
体
験
館
前
の
御
舘
広
場
で

は
、
太
鼓
の
演
奏
や
よ
さ
こ
い
な

ど
の
ほ
か
、
め
い
姫
の
ダ
ン
ス
も

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
昼
の
部
の
最

後
に
は
も
ち
ま
き
・
菓
子
ま
き
が

行
わ
れ
、
ま
か
れ
た
お
菓
子
や
も

ち
を
一
生
懸
命
手
を
伸
ば
し
て

と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
始
め
る
と
、
中
庭
ス

テ
ー
ジ
で
夜
の
部
の
開
会
式
が
行

わ
れ
、
国
史
跡
斎
宮
跡
保
存
協
会

の
大
和
谷
正
代
表
理
事
は
、「
国

史
跡
斎
宮
跡
に
対
す
る
様
々
な
支

援
と
協
力
に
対
し
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。
御
館
広
場
で
の
演
奏
や
踊

り
、
ま
た
ろ
う
そ
く
に
よ
る
幻
想

的
な
平
安
の
空
間
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、月
に
す
す
き
や
団
子
、

和
歌
な
ど
を
捧
げ
ら
れ
観
月
の
儀

第
18
回
い
つ
き
の
み
や
観
月
会

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
た
り
が
暗
く
な
る
と
参
加
者

は
一
つ
一
つ
丁
寧
に
ろ
う
そ
く
に

点
灯
さ
せ
て
い
き
、
３
０
０
０
本

に
火
が
と
も
る
と
あ
た
り
は
一
気

に
幻
想
的
な
空
間
へ
と
変
わ
り
、

ろ
う
そ
く
の
明
か
り
と
、
雅
楽
や

二
胡
の
演
奏
に
包
ま
れ
た
会
場
は

一
気
に
平
安
時
代
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

芝
生
広
場
で
行
わ
れ
た
、
熱
気

球
の
フ
ラ
イ
ト
に
は
多
く
の
人
々

が
参
加
し
、
空
の
上
か
ら
も
観
月

会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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く ら し
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号

平
成
30
年 

第
３
回
明
和
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
21
案
件
を
審
議
・
可
決

　

平
成
30
年
第
３
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
９
月
10
日
か
ら
14
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
特
別

会
計
補
正
予
算
や
平
成
29
年
度
各
会
計
の
決
算
な
ど
を
審
議
し
、
21
案

件
（
同
意
1
件
、
議
案
11
件
、
認
定
9
件
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

 

一
般
会
計
の
補
正

　

平
成
30
年
度
明
和
町
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１
１
２
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
１
０
４
億
９
３
０
万
円
と

し
ま
し
た
。
歳
出
補
正
予
算
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
費
＝
１
６
８
万
６
千
円
増

額　
　

災
害
対
策
事
業
の
増
額
な
ど

■
民
生
費
＝
８
１
５
万
８
千
円
増

額
　

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
の

増
額
な
ど

■
衛
生
費
＝
50
万
円
増
額

　

塵
芥
収
集
費
の
増
額

■
農
林
水
産
業
費
＝
８
６
８
２
万

５
千
円
増
額　

　

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減

災
事
業
工
事
負
担
金
の
増
額
な
ど

■
土
木
費
＝
１
０
１
５
万
６
千
円

増
額

　

側
溝
修
繕
管
理
計
画
業
務
委
託

料
の
増
額
な
ど

■
消
防
費
＝
１
８
１
万
１
千
円
増

額
　

耐
震
性
貯
水
槽
設
置
工
事

■
教
育
費
＝
２
０
６
万
４
千
円
増

額
　

中
学
校
施
設
管
理
費
工
事
請
負

費
の
増
額
な
ど

※
こ
れ
ら
の
歳
出
補
正
予
算
に
伴

う
財
源
（
歳
入
）
と
し
て
、
国
庫

支
出
金
９
０
３
万
６
千
円
、
県

支
出
金
４
６
３
７
万
５
千
円
、

繰
越
金
８
２
３
万
５
千
円
、
諸

収
入
２
２
５
万
４
千
円
、
町
債

４
５
３
０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

 

特
別
会
計
等
の
補
正

　

平
成
30
度
明
和
町
各
特
別
会
計

の
歳
出
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計
＝

５
０
０
万
円
増
額
（
総
額
５
億
６

２
０
４
万
８
千
円
）

　

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
推

進
費
の
増
額
ほ
か

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
＝
４

８
８
万
５
千
円
増
額
（
総
額
27
億

５
８
８
万
５
千
円
）

　

一
般
被
保
険
者
医
療
給
付
費
分

の
増
額
ほ
か

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

＝
２
２
４
万
３
千
円
増
額
（
総
額

２
億
１
８
３
４
万
３
千
円
）

　

一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額

■
介
護
保
険
特
別
会
計
＝
３
９
２

５
万
９
千
円
増
額
（
総
額
23
億
７

８
１
２
万
９
千
円
）

　

過
年
度
国
県
等
支
出
金
返
還
金

の
増
額
ほ
か

 

そ
の
ほ
か
の
議
案
・
認
定
・
発
議

　

そ
の
ほ
か
の
議
案
・
認
定
・
発

議
各
会
計
補
正
予
算
関
係
の
ほ

か
、
可
決
さ
れ
た
議
案
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
同　

意
】

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

に
つ
い
て　
　
　
　

      

【
議　

案
】

■
明
和
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　

      

■
平
成
29
年
度
明
和
町
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て               

■
平
成
29
年
度　

国
補
漁

－

２

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業

下
御
糸
漁
港
航
路
浚
渫
工
事
そ
の

２　

請
負
契
約
の
変
更   

■
平
成
30
年
度　

管
工

－

３　

宮

川
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
管

路
施
設
工
事
23
工
区
の
契
約
に
つ

い
て

【
認　

定
】

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
本
紙
２
～
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
発　

議
】

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書

■
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の
策

定
・
実
施
と
教
育
予
算
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

■
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
と

就
学
・
修
学
支
援
に
関
わ
る
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

■
学
校
施
設
の
防
災
対
策
充
実
を

求
め
る
意
見
書

■
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書

■
水
道
施
設
の
戦
略
的
な
老
朽
化

対
策
を
求
め
る
意
見
書

■
学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
性
確
保
を

求
め
る
意
見
書

■
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な

る
強
化
を
求
め
る
意
見
書
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く ら し
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号

　

青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
個
人

を
対
象
に
、
青
色
申
告
決
算
書
な

ど
の
関
係
書
類
の
一
般
的
な
書
き

方
に
つ
い
て
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

※
印
の
時
間
は
消
費
税
軽
減
税
率

に
つ
い
て
説
明

■
日
時

　

11
月
６
日
（
火
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

※
午
前
11
時
～
11
時
30
分

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
・

　
　
　
　
　
　
　

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会

　

11
月
7
日
（
水
）

  　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

　

※
午
前
11
時
～
11
時
30
分

■
会
場　

松
阪
合
同
庁
舎　

松
阪

税
務
署
（
松
阪
市
高
町
４
９
３
番

地
６
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

松
阪
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

（
☎
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
４
）

　

年
末
調
整
等
の
具
体
的
な
事
務
手
続
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」、「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調

書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
」を
持
参
の
上
、会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
容
人
員
の
都
合
上
、
対
象
と
な
る
人
を
会
場
ご
と
に
区

分
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
予
定
が
合
わ
な
い
な
ど
の
場
合
は
、
他
の

日
時
等
の
説
明
会
に
も
ご
出
席
い
た
だ
け
ま
す
。

■
持
ち
物　

年
末
調
整
の
し
か
た
、
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き

■
問
い
合
わ
せ
先

松
阪
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
（
☎
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
９
）

年
末
調
整
等
説
明
会
・

　
　
　
　
　
　
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会

対象者 開催日時 会　場
松阪市で町
名の先頭が
「あ」～「こ」

の方

11月 15日（木）
  午前9時30分～11時30分
※午前11時30分～午後0時10分 農業屋

コミュニティ
文化センター
（川井町）

松阪市で町
名の先頭が
「さ」～「わ」

の方

11月 15日（木）
  午後 1時 30分～ 3時 30分
※午後３時 30分～ 4時 10分

多気郡の方
11月 16日（金）

  午後 1時 30分～３時30分
※午後3時30分～4時10分

多気町民文化
会館ホール

（有料広告）※印の時間は消費税軽減税率制度について説明

町議会議員選挙・町長選挙
11 月 13日（火）告示
11月 18日（日）投票・開票
　町議会議員選挙（定数14人、11月 27日任期満了）
と町長選挙（12月11日任期満了）が、11月18日（日）
に執行されます。
●選挙公報の配付
　選挙公報は、11月15日（木）に朝刊への折込での
配付を予定しています。新聞を購読されていない方は、
明和町役場、明和町中央公民館、ふるさと会館、各コミュ
ニティーセンターに配置しますのでご利用ください。
●投票できる人
　各選挙で投票できる人（選挙人）は、平成 12年
11月 19日以前に生まれ、平成 30年 8月 12日以
前から引き続いて明和町に住民登録があり選挙人名
簿に登録されている人です。
※ただし、明和町外へ転出された方は、その時点で

投票できません。（投票当日、選挙権のない方は投票
できません。）
●期日前投票日時と場所
■日時　11月 14日（水）～ 17日（土）、時間は各
日とも午前 8時 30分～午後 8時
■場所　明和町役場庁舎　1階　研修室
●投票日時と場所
■日時　11月 18日（日）午前 7時～午後 6時
■場所　町内 14カ所の投票所
※投票場所は、選挙人あてに送付する投票所入場券
に記載します。
　町議会議員・町長選挙について、詳しくは明和
町選挙管理委員会事務局（役場総務課内、☎ 52・
7111）へお問い合わせください。
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町
営
住
宅
２
戸
分
の
入
居
者
を
募
集

【
募
集
期
間
は
11
月
12
日
〜
26
日
】

　

明
和
町
営
住
宅
上
御
糸
団
地
２
戸
分
の
入
居
者
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
募
集
期
間
内
に
ま
ち
整
備
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
戸
数
等　

①
募
集
団
地
＝

上
御
糸
団
地
（
明
和
町
大
字
佐
田

地
内
）
②
戸
数
＝
２
戸
（
優
先
対

象
者
枠
＝
１
戸
、
一
般
対
象
者
枠

＝
１
戸
）、
③
間
取
り
＝
２
Ｄ
Ｋ

（
床
面
積
57
㎡
）

■
募
集
期
間　

11
月
12
日（
月
）～

26
日
（
月
）（
土
・
日
曜
日
と
祝

日
を
除
く
）、
受
付
時
間
は
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
申
込
書
の
交
付
は
、
11
月
５
日

（
月
）
か
ら
ま
ち
整
備
課
窓
口
で

行
い
ま
す
。
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
ま
ち
整
備
課
窓
口
へ
申
込
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
必
要
書
類　

申
込
書
、
住

民
票
、
完
納
証
明
書
、
所
得
証
明

書
、
そ
の
他
必
要
書
類

■
入
居
者
資
格　

入
居
申
し
込
み

す
る
場
合
は
、
次
の
各
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

①
明
和
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

先
が
あ
る
こ
と

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
こ
と

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と④
原
則
と
し
て
、
同
居
す
る
親
族

ま
た
は
同
居
予
定
の
親
族
が
あ
る

こ
と

※
次
の
ア
～
オ
に
該
当
す
る
人

は
、
単
身
で
も
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
ア
＝
60
歳
以
上（
た
だ
し
、

経
過
措
置
と
し
て
昭
和
33
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
を
含
む
）

の
人
、
イ
＝
身
体
障
害
者
（
１
級

～
４
級
）。
た
だ
し
、
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
居
宅

に
お
い
て
そ
の
介
護
が
常
に
受
け

ら
れ
る
こ
と
、
ウ
＝
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被

害
者
、
エ
＝
生
活
保
護
受
給
者
、

オ
＝
戦
傷
病
者
等

⑤
収
入
が
公
営
住
宅
法
に
定
め
る

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

⑥
そ
の
他
「
明
和
町
営
住
宅
管
理

条
例
」
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る

■
家
賃
等　

入
居
者
の
収
入
金
額

等
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び

公
開
抽
選
に
よ
っ
て
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

■
入
居
可
能
日　

平
成
31
年
２
月

１
日
（
金
）

■
優
先
対
象
者　

前
記
「
入
居
者

資
格
」
を
有
し
、
か
つ
下
表
の
要

件
に
該
当
す
る
世
帯
は
「
優
先
対

象
者
」
と
し
、
優
先
対
象
者
枠
の

１
戸
に
つ
い
て
一
般
対
象
者
に
先

立
っ
て
抽
選
を
行
い
、
優
先
対
象

者
枠
抽
選
に
落
選
し
た
場
合
も
、

再
度
一
般
対
象
者
枠
で
抽
選
に
参

加
で
き
ま
す
。
優
先
対
象
者
に
該

当
す
る
人
は
、
そ
の
資
格
を
証
す

る
書
類
を
必
ず
申
込
書
に
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
添
付
書
類
が

な
い
場
合
は
「
一
般
対
象
者
」
扱

い
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ま
ち
整
備
課
（
☎

52
・
７
１
１
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【優先対象者】
区
分 世帯の内容 証明書等 発行者

発行先

一
人
親
世
帯

20 歳未満の子と生計を一にしている配偶者（婚
姻の届け出をしないが事実上婚姻関係と同様の
事情にある者を含む）のない者で構成された
世帯（離婚が成立していなくてもDV（ドメス
ティックバイオレンス）により事実上婚姻が破
綻している場合は、一人親世帯とみなします）

一人親世帯であることが
確認できる書類 市町村役場等

高
齢
者
世
帯

満 60歳以上の者及びその親族である配偶者又
は 18歳未満の児童もしくは 1 級から 4 級まで
の身体障害者や最重度・重度及び中度の知的障
害者又は 1 級及び 2 級の精神障害者のみで構
成された世帯

住民票の謄本 市町村役場

心
身
障
害
者
世
帯

身体障害者等の
障害者がいる世帯

身体障害者証明書（1～ 4級）又は身体障害者
手帳の写し。知的障害者（児）証明書又は療育
手帳の写し。精神障害者証明書（1～ 2級）又
は精神障害者保護福祉手帳の写し。戦傷病者証
明書又は戦傷病者手帳の写し

福祉事務所長、三重
県障害者相談支援セン
ター所長

く ら し
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号
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資
源
物
の
中
に
異
物
が
混
入
し

て
い
る
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
異
物
が
あ
る
と
、
資
源
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
時
に
支
障
を
来
す

ほ
か
、
効
率
的
な
収
集
・
処
理
作

業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

危
険
物
の
混
入
に
よ
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
正
し
い
分
別
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

○
缶
・
金
属
類
等
の
出
し
方

　

ご
み
集
積
所
に
缶
・
金
属
類
等

を
回
収
す
る
「
青
色
」
の
か
ご
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
「
青
色
」
の
か
ご
に
は
、

 

・
小
型
家
電
（
一
番
長
い
辺
が
60

㎝
未
満
）

 

・
白
熱
電
球

 

・
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
製
品　

な
ど
も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
間
違
い
や
す
い
も
の
）

　

主
に
資
源
び
ん
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
青
色
」

の
か
ご
に
は
一

緒
に
入
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

資
源
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
！

○
資
源
び
ん
の
出
し
方

　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

資
源
ビ
ン
を
回
収
す
る
「
白
色
」・

「
茶
色
」・「
水
色
」
の
か
ご
を
設

置
し
て
い
ま
す
。色
別
に
分
け
て
、

回
収
用
の
か
ご
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。

 

・
無
色
の
び
ん

　
　

→
「
白
色
」
の
か
ご

 
・
茶
色
の
び
ん

　
　

→
「
茶
色
」
の
か
ご

 

・
そ
の
他
の
色
の
び
ん

　
　

→
「
水
色
」
の
か
ご　

（
間
違
い
や
す
い
も
の
）

　

次
の
も
の
は
資
源
び
ん
に
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

　

マ
ニ
キ
ュ
ア
な
ど
の
接
着
剤
が

入
っ
て
い
る
び
ん
や
、
農
薬
な
ど

の
薬
品
が
混
入
し
て
い
た
び
ん
→

「
リ
サ
イ
ク
ル
不
可
能
な
び
ん
」

や
「
薬
品
を
入
れ
て
い
た
び
ん
」

と
の
表
示
（
記
載
し
た
テ
ー
プ
を

貼
付
す
る
な
ど
）
を
し
て
、
缶
・

金
属
類
等
へ

○
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
類

　

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
類
と
は
、
主
に
商
品
が
入
っ

て
い
た
容
器
や
商
品
を
包
ん
で
い

た
包
装
で
、
プ
ラ

マ
ー
ク
が
付
い
て

い
る
も
の
を
い
い

ま
す
。

（
間
違
い
や
す
い
も
の
）

　

以
下
の
も
の
は
、
燃
や
せ
る
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
形
は
容
器
で
も
、
そ
れ
自
体
が

商
品
で
あ
る
も
の
（
バ
ケ
ツ
・
洗

面
器
・
弁
当
箱
・
カ
ッ
プ
な
ど
）

 

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
で

は
あ
る
が
、
き
れ
い
に
で
き
な
い

も
の
（
歯
磨
き
粉
や
か
ら
し
な
ど

の
チ
ュ
ー
ブ
類
・
ラ
ッ
プ
・
調
味

料
の
袋
な
ど
）

 

・
容
器
や
袋
で
は
な
い
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
（
物
干
し
・
ビ
デ
オ
（
カ

セ
ッ
ト
）
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
と
そ
の

ケ
ー
ス
・
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
・
ハ

ン
ガ
ー
・
お
も
ち
ゃ
・
浴
槽
の
ふ

た
・
衣
装
ケ
ー
ス
な
ど
）

 
・
分
別
に
迷
う
も
の
（
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
袋
・
荷
造
り
テ
ー
プ
・
フ
ィ

ル
ム
ケ
ー
ス
な
ど
）

※
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
「
ゴ
ミ
減
量
化
読
本
」（
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
）

を
見
て
い
た
だ
く
か
、
人
権
生
活

環
境
課 

環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎

52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

く ら し
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号

三河川の水質　　採水日（平成 30年 8月 2日）
河川名 項　目

PH BOD SS DO
祓　川（下御糸橋） 7.4 0.9 12.0 8.5
笹笛川（八木戸橋） 7.2 1.3 28.0 6.1
大堀川（大堀川橋） 7.1 0.7 3.4 7.2

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5 以上
8.5 以下

3.0
以下

25.0
以下

5.0
以上

※PH（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前
後が標準河川水）、BOD（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微
生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚
濁を測る代表的な指標）、SS（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細
な固型物の量）、DO（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素量で、汚
濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※BOD・SS・DOの単位 ＝ ｍｇ / ℓ

■ 最大震度別地震回数（平成30年9月1日～30日）
震　度 １ ２ ３ ４ 5弱 5強 6弱 6強 ７ 合計
全　国 229 113 46 19 1 0 0 0 1 409
明和町※ ０ 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0
※役場に設置の計測震度計による。

■ 町内の交通事故発生状況
8月（概数） 平成30年1月

から8月の累計
前年比
（累計）

人身事故件数 2件 40件 － 11人
負傷者数 2人 51人 － 23人
死者数 0人 1人 0人

■ 町内の治安情勢（平成30年7月１日～31日、概数）
手　口 件数（先月比） 手　口 件数（先月比）

空き巣ねらい ０（　０） オートバイ盗 １（　１）
忍び込み ０（　０） 自転車盗 １（－１）
部品ねらい ０（－１） その他（※1） ５（－２）
車上ねらい １（　１） 合　計 ８（－２）

（※１）「その他」は、上記以外の刑法犯（凶悪犯、知能犯など）

8 月の人口
総人口：23,192 人
　　男：11,196 人
　　女：11,996 人
世帯数：9,037 世帯

7 月中の主な増減
出　生：   24 人
死　亡：   23 人
転入等：   49 人
転出等：   41 人

人のうごき
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社協だより 明和町社会福祉協議会（明和の里内）
三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL 52・7056　FAX 52・7057
http://www.ma.mctv.ne.jp/~mei-skyo/

※詳しくは、社会福祉協議会（☎ 52・7056）までお問い合わせください。

福祉なんでも相談

たとえば…
◎買物などで困っている 
◎病気になった時など不安である
◎いろいろ話ができる場所が欲しい
◎収入が少なくて生活費が足りない
◎就職しても人とうまく付き合えず、長続きしない

ふく　　　し  そう　　  だん

ご相
そう

談
だん

は無
む

料
りょう

です

秘
ひ

密
みつ

は必
かなら

ず守
まも

ります

生
せい

活
かつ

のなかでの不
ふ

安
あん

や困
こま

りごとをお聞
き

かせください
◎いつも具合が悪そうで気になる
◎最近夜になっても電気がつかない
◎ひとりで外出しているが様子が少し気になる
◎なにか地域のためになる活動に参加したい
◎できる範囲でボランティアがしてみたい
　　など、このようなときはぜひ明和町社協へ…

心配やわぁ

大丈夫かなぁ

お 知 ら せ
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明
和
町
で
は
、
今
年
度
も
中
学

３
年
生
の
み
を
対
象
と
し
た
、
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
下
記
の

と
お
り
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
の
対
象
者

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
時
点
に
お
い
て

町
内
に
住
所
を
有
す
る
中
学
３
年

生
の
者　

■
助
成
金
の
額
及
び
交
付
回
数

　

助
成
金
の
額
︙
１
︐
０
０
０
円

　

交
付
回
数
︙
１
人
に
つ
き
１
回

限
り

■
助
成
金
の
交
付
に
必
要
な
書
類

に
つ
い
て

①
明
和
町
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
助
成

金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

②
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
領
収

書
（
原
本
）

※
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
を
接
種
し
た
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

■
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
も
の
を
持
参

（
予
防
接
種
済
証
ま
た
は
母
子
健

康
手
帳
へ
記
載
さ
れ
た
も
の
で
も

【
中
学
３
年
生
対
象
】

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
！

可
能
）

　

接
種
後
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
健
康
あ
ゆ
み
課
へ
交
付
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
が
な
い
場
合
は
、
健
康

あ
ゆ
み
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
申
請
の
期
限
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
3
月
29
日
ま
で
（
期

限
を
過
ぎ
る
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
）　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
あ
ゆ
み
課

　
　
（
☎
52
・
７
１
１
５
）

14



ひと・まち・
ふれあい企画

町人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

　

す
ぐ
に
で
き
る
相
可
高
校
直
伝

の
「
ス
ピ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
」
を
作

り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
17
日
（
土
）

　

午
前
の
部　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

３
時
30
分

■
定
員　

午
前
・
午
後
の
部
と
も

各
18
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

村
林
新
吾
さ
ん
（
県
立

相
可
高
校
食
物
調
理
科
教
諭
）
と

○
今
晩
で
も
間
に
合
う

　
ス
ピ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
！

　

陶
板
を
使
っ
て
、
来
年
の
干
支

「
い
の
し
し
」
に
ち
な
ん
だ
置
物

等
を
作
り
ま
す
。

　

壁
掛
け
や
、
置
物
な
ど
、
粘
土

細
工
の
感
覚
で
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う
。

■
日
時　

11
月
22
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

印
藤
幸
恵
さ
ん　

印
藤

友
一
さ
ん
（
大
台
町　

幸
翔
窯
）

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

○
干
支
の
陶
板
を
作
ろ
う
！

調
理
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
３
枚

■
申
込
期
間　

11
月
６
日
（
火
）

～
９
日
（
金
）

　

但
し
、
両
方
の
申
し
込
み
が
18

人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
午
前
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

等■
申
込
期
間　

11
月
７
日
（
水
）

～
９
日
（
金
）

　

陶
器
で
出
来
た
来
年
の
干
支
を

ぶ
ら
下
げ
た
マ
ク
ラ
メ
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
26
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

■
定
員　

18
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

村
田
喜
美
子
さ
ん

■
参
加
費　

３
５
０
円

■
持
ち
物　

は
さ
み

■
申
込
期
間　

11
月
13
日
（
火
）

～
16
日
（
金
）

○
マ
ク
ラ
メ
で
干
支
の

　
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
！

　

門
松
を
使
っ
て
、
お
正
月
を
彩

る
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

12
月
３
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

天
野
ち
あ
き
さ
ん

■
参
加
費　

２
５
０
０
円

■
持
ち
物　

園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
・

ゴ
ム
手
袋
・
45
Ｌ
の
ゴ
ミ
袋
・
新

○
お
正
月
の

　
寄
せ
植
え
を
作
ろ
う
！

聞
紙
・
万
能
バ
サ
ミ
・
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
期
間　

11
月
19
日
（
月
）

～
22
日
（
木
）

　

稲
わ
ら
を
使
っ
て
注
連
飾
り
を

作
り
ま
す
。

　

蘇
民
将
来
や
家
内
安
全
の
札
や

橙
を
付
け
る
と
、
り
っ
ぱ
な
注
連

飾
り
の
完
成
で
す
。

■
日
時　

12
月
４
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

沖
塚
正
美
さ
ん
（
沖
塚

し
め
な
わ
工
房
代
表
）

■
参
加
費　

１
５
０
０
円

■
持
ち
物　

万
能
バ
サ
ミ
、新
聞
紙

■
申
込
期
間　

11
月
20
日
（
火
）

～
22
日
（
木
）

※
各
講
座
と
も
受
講
資
格
は
明
和

町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
と
し
、

申
込
期
間
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
人
権

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
１
回
の
申
し
込
み
に
つ
き
、

１
人
分
の
参
加
を
受
け
付
け
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
注
連
飾
り
を
作
ろ
う
！

【
ほ
っ
と
心
あ
た
た
ま
る
】

11
月
16
日
に

ふ
れ
あ
い
映
画
会
を
開
催

　

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
れ
あ

い
映
画
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

忙
し
い
毎
日
の
中
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
、
人
権
セ
ン
タ
ー

の
映
画
上
映
会
で
「
心
あ
た
た
ま

る
」
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
16
日
（
金
）

　

午
前
の
部

　
　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
50
分

　

午
後
の
部

　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
50
分

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

映
画
「
共
に
歩
く
」

　
（
出
演
者　

小
澤
亮
太
、
入
山

法
子　

ほ
か
）
の
上
映

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 知 ら せ
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福祉と人権のまちづくり講演会  参加無料
　明和町、明和町教育委員会、明和町人権を守る会では、「ひと・まち・ふれあい企画」2018『福祉と人権
のまちづくり講演会』を次のとおり開催します。
　また同日会場では、小中学生の「人権ポスター展」も行います。
　皆さんのご来場をお待ちしております。
■日　時： 平成 30年 12月２日（日）
■開　場： 午後０時 30分～
■表彰式 :  午後１時～　※小中学生の「人権ポスター」「人権作文」優秀賞等の表彰式
■開　会 :  午後１時 20分～
■開　演： 午後１時 30分～（午後３時 30分終了予定）※内容の詳細は下記をご覧ください。
　　　　　※午後１時までにご入場ください。
■会　場： 明和町中央公民館　大集会場
■申　込： 不要
■手話通訳：あり
■託　児： 申込必要
※２歳児から未就学の子どもを対象に託児 (無料、先着 10名 ) を行います。
　希望する人は 11月 14日（水）までに、町人権センターへ申し込んでください。
■駐車場：会場周辺にあります。（役場職員駐車場（明和の里南側）、明和の里駐車場、総合体育館駐車場をご利用ください。）

【ひと・まち・ふれあい企画　スタンプラリー対象企画】

　　　　（オープニング）午後１時 30分～２時 20分
ESPERANZA　トーク＆コンサート
演題『愛と言う名の奇跡　
～難病・ひきこもりを乗り越えて光のステージへ～』
　ESPERANZA（エスペランサ）とは、ラテン語で「夢」。
　フルートとオカリナそしてベースの深いサウンドが心に響きます。
　そして、明日への希望を感じさせるトークにもご期待ください。

第１部

　　　　 講演　午後２時 30分～３時 30分
にしゃんた（羽衣国際大学教授・タレント）
演題『違いを楽しみ、力にかえる』
　日本をこよなく愛する「にしゃんた」さんは、1969年７月 18日、スリランカの
キャンディ市（世界遺産）生まれ。
　大学教授、落語家、空手家、講演家、タレント、随筆家など多くの顔を持ち、
テレビ、ラジオでも活躍中。笑い盛りだくさんの楽しい講演をお送りします。

第２部

※詳しくは、町人権センター（☎ 55・3052）へお問い合わせください。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
）
の
区
域
で
人

権
擁
護
活
動
を
行
う
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
人
た
ち

で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権

相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員

と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被

害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ

る
「
よ
ろ
ず
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
悩
み

事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
面
談
ま

た
は
電
話
に
よ
り
ご
相
談
を
お
受

け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

12
月
４
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員　

町
人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
４
日
に「
よ
ろ
ず

人
権
相
談
所
」を
開
設

        

【
お
気
軽
に
ご
相
談
を
】

お 知 ら せ
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　2016年に差別を解消することを目的に、３つの法律（いわゆる差別解消３法）が施行されました。そこで
今回は、それらの概要についてご紹介します。

◇障害者差別解消法
　2016 年４月に施行された「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」は、
障がいを理由とする差別を解消するため、国・都道府県・市町村や事業者などに対し、「不当な差別的取り扱い」
を禁止し、「合理的配慮の提供」を求めることで、障がいのある人もない人も安心して暮らせる社会の実現を
めざしたものです。

◇ヘイトスピーチ解消法
　同年６月に施行された「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律（ヘ
イトスピーチ解消法）」は、特定の民族や国籍の人々を排斥し、不安や差別意識を生じさせることになりかね
ない差別的言動（ヘイトスピーチ）をなくすことで、民族や国籍などの違いを超え、互いに人権を尊重しあう
社会を築くことをめざしたものです。

◇部落差別解消推進法
　同年 12月に施行された「部落差別解消推進法（部落差別の解消の推進に関する法律）」は、現在もなお部
落差別が存在し、インターネット上への差別的な書き込みなど、部落差別に関する状況が変化している中、決
して許されないものであるとの認識のもとに、部落差別がない社会の実現をめざしたものです。
　人権が尊重される社会の実現には、わたしたち一人一人が人権を自分自身にかかわる身近な問題としてとら
え、気付き、考え、行動することが大切です。法律の趣旨を正しく理解し、誰もが幸せに暮らせるまちを実現
しましょう。
■問合せ先　町人権センター　☎ 55・3052

2016年に施行された、人権に関する３つの法律をご存じですか？

今年（2018年）は、
世界人権宣言 70周年の節目の年です。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女
性
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
付
け
る
専
用
の
電
話

相
談
窓
口
で
す
。

　

相
談
は
、
法
務
局
職
員
又
は
人

権
擁
護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

【
実
施
日
時
等
】

■
期
間　

平
成
30
年
11
月
12
日

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

強
化
週
間
に
つ
い
て

（
月
）
か
ら
同
月
18
日
（
日
）
ま

で
の
７
日
間

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
７
時
ま
で

　

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
の
電
話
相
談
は
、
名
古

屋
法
務
局
の
担
当
者
が
対
応
し
ま

す
）

■
相
談
番
号

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

（
全
国
共
通
）

【児童虐待相談窓口】
　明和町健康あゆみ課
　中勢児童相談所
【DV（ドメスティック・バイオレンス）相談窓口】
　明和町健康あゆみ課
　配偶者暴力相談支援センター
　警察安全相談電話

　松阪警察署
　多気度会福祉事務所
【障害者虐待相談窓口】
　明和町健康あゆみ課
　明和町障がい者生活支援センター
【高齢者虐待相談窓口】
　明和町健康あゆみ課
　明和町地域包括支援センター

～虐待などの相談窓口のご案内～
【まずは、お気軽にご相談ください】

☎52・7115
☎059・231・5666

☎52・7115
☎059・213・5600
☎059・224・9110

＃ 9110
☎0598・53・0110

☎27・5304

☎52・7115
☎52・7127

☎52・7115
☎52・7127

お 知 ら せ
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号
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ご利用ください
明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127

　障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生活支援セン
ター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生活できるよう、専門
の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

◎支援等内容のご案内
■利用対象
　身体・知的・精神障がいのある人、その家族・支援
関係者
■支援等の内容
①日常生活全般の相談
②福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請手続き
の支援）
③専門関係機関（病院、ハローワーク、特別支援学
校等）の紹介と連携
④支援のネットワークづくり
⑤交流の場「ここサロン」、障がいの理解啓発学習会
の定期的開催等
■場所　保健福祉センター内
明和町障がい者生活支援センター
■開設日時
月～金曜日（祝日を除く）、午前８時 30 分～午後５時
15 分

◎町内の自助グループを紹介します
　障害者手帳を取得している方ならだれでも入ること
ができます。交流を目的としています。
　春にはビンゴゲームとレクリエーション、ボウリン
グ大会、いちご狩り、様々な行事を行っています。見
学だけでも大歓迎です、ぜひともお越しください。
■連絡先　明和町社会福祉協議会
　　　　　☎52・7056　担当：田中

 ・わだち
　障がいのある子どもの保護者の会です。
　就学前の子どもから成人した子どもの保護者まで
幅広い年齢の人が活動しています。
　昨年度は茶話会をはじめ、四日市で行われる三重県
ふれあいレクリエーションへの参加、いちご狩りなど
を行いました。今年も楽しい行事を計画しています。
　毎月末の日曜日には、上御糸小学校の体育館でス
ポーツサークルを行い、体を動かしています。パラ
リンピックの種目にもある競技にもチャレンジして
います。ぜひ一度見学に来て下さい。
　わだちは昨年度発足したばかりの会です。これか
らも楽しく活動しいていきたいと思っています。
■連絡先　明和町社会福祉協議会
　　　　　☎ 52・7056　担当：田中
◎ななかまどの会
　精神に障がいのある人の家族が自主的に集まり、
気軽に話し合う茶話会で毎月開催されています。「な
なかまど」とは、バラ科の落葉高木で、花言葉に「私
はあなたを見守る」と言う意味があります。本人の
疾病、日ごろの生活、医療や福祉サービスのことな
どについて、同じ悩みを持つ家族同士で話し合い、
情報交換や交流を深めることを目的としています。
どうぞお気軽にご参加ください。
■連絡先　町保健福祉センター
　　　　　☎ 52・7127　担当：真野、太田
◎デイケアへ参加しませんか？
　精神に障がいのある方々を対象にデイケアを行っ
ています。みんなでおしゃべりやお料理、スポーツ
などを楽しみませんか？
■日時　毎月第1・3水曜日　午前10時～午後2時
■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは明和町障がい者生活支援センター♬ここ♪
（明和町保健福祉センター内、☎ 52・7127、FAX 52・
7128、メール shien@town.mie-meiwa.lg.jp）へ
お問い合わせください。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
講

座
を
通
じ
て
認
知
症
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
を
習
得
し
、
自
分
の

で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の
人
や
家

族
を
応
援
す
る
人
を
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
友
人
や
家
族
に
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
た
り
、
認
知
症
の

人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
も
サ
ポ
ー
タ
ー

に
で
き
る
支
援
で
す
。
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

11
月
14
日
（
水
）　

午

後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

講
義
、寸
劇
と
ク
イ
ズ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
な
ど

■
参
加
費　

無
料

■
参
加
申
込　

11
月
７
日
ま
で
に

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

52
・
７
１
２
７
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〜
知
っ
て
あ
ん
し
ん
認
知
症
〜

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　

養
成
講
座

お 知 ら せ
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号
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いちごくらぶ
◎おはなし会
■日時　11月８日（木）午前10時30分～11時
※申込不要
◎パネルシアターを観て楽しもう
■日時　11月９日（金）午前10時～11時
■定員　10組
※申込必要
◎子育てアドバイザーとおしゃべり会
■日時　11月13日（火）午前10時～正午
※申込必要
◎おそとであそぼう会
■日時　11月15日（木）午前10時30分～
■場所　斎宮歴史博物館ふれあい広場　（雨天中止）
※申込不要
◎子育て講演会
■日時　11月21日（水）午前10時～11時
■定員　15組
※申込必要
◎木の実で作ろう！
■日時　11月28日（水）午前10時～11時
　　　　11月29日（木）午前10時～11時
■定員　各10組
※申込必要
【いちごくらぶ（明和ゆたか園２階）】
☎080・4155・0291
　　 http://www.toyotsujidou.com/meiwa/

こあら
◎クラフト教室（カード作り）
■日時　11月13日（火）午前10時～10時40分
■定員　10名程度
■材料費　300円
※申込必要
※申込期間　11月１日（木）～11月９日（金）
※当日、午前中のこあらの利用は申込の人のみとし
ます。
◎保健・栄養指導！
■日時　11月29日（木）午前９時30分～10時30分
■持ち物　母子健康手帳
※申込不要
◎親子ふれあいヨガ！（ひよこコース）
■日時　11月29日（木）午前10時30分～11時
■対象　０歳児・１歳児とその保護者
■定員　15組程度
※申込必要
※申込期間　11月７日（水）～11月26日（月）
【こあら（みょうじょうこども園内）】
☎53・0550

なりひら保育所
なりひら保育所園庭開放しています！
☎55・3210

児童センター
☎52・2519

月～金（午前９時～午後２時） 月～金（午前９時～正午、午後１時～３時）

月～金（午前９時～午後４時）

月～土（午前９時～午後５時）

おひさまひろば
◎おひさまひろばの開館日（９月前半まで）
11月１日（木）、２日（金）、６日（火）、７日（水）、９日（金）、
14日（水）、16日（金）、20日（火）、21日（水）、22日（木）、
28日（水）、29日（木）、30日（金）、12月４日（火）、
５日（水）、７日（金）、12日（水）、14日（金）、18日（火）
【おひさまひろば（保健福祉センター２階）】
☎52・7123（役場こども課）

不定期（午前９時～正午、午後１時～３時）

★日曜園庭開放日★
■日時　11月11日（日）午前９時～午後４時
■場所　双葉幼稚園　☎55・3147
※保護者同伴でお越しください。
※小学校４年生以上の遊具の使用はご遠慮くだ
さい。

お 知 ら せ
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号

未就園児と保護者の皆さんご利用ください
【子育て支援センター　行事予定】

　子育て支援センターは、保育所や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんにご参加いただき、
各種行事などを通じて一緒にお話したり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換ができる場で、
各種行事を次のとおり行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

19



パ
ソ
コ
ン
講
座（
初
歩
・
活
用
術
）の
受
講
者
を
募
集

　

明
和
町
中
央
公
民
館
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
（
初
歩
・
活
用
術
）
の
短

期
講
座
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

【
Ａ
コ
ー
ス
・
パ
ソ
コ
ン
初
歩
】

■
日
時

　

12
月
３
日
（
月
）
～
７
日
（
金
）

（
５
日
間
）

　

時
間
は
各
日
と
も
午
後
７
時
～

８
時
30
分

■
対
象　

初
め
て
受
講
す
る
人

■
定
員　

15
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

【
Ｂ
コ
ー
ス
・
パ
ソ
コ
ン
活
用
術
】

■
日
時　

12
月
17
日
（
月
）
～
21

日
（
金
）（
５
日
間
）

　

時
間
は
各
日
と
も
午
後
７
時
～

８
時
30
分

■
対
象　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
等

が
あ
る
程
度
で
き
る
人

■
定
員　

10
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

【
各
コ
ー
ス
共
通
事
項
】

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
講
師　

村
林　

章
子
さ
ん
（
Ａ

コ
ー
ス
・
Ｂ
コ
ー
ス
と
も
）

■
参
加
費　

７
０
０
円
（
資
料
代

ほ
か
）

■
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
が
入
っ
て

い
る
こ
と
）

■
受
講
資
格　

明
和
町
在
住
・
在

勤
の
人

■
申
込
期
間　

11
月
14
日
（
水
）

～
22
日
（
木
）
の
７
日
間
（
土
・

日
を
除
く
）
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
に
、
電
話
で
中
央
公
民

館
（
☎
52
・
７
１
３
２
）
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
中
央
公
民
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
の
健
診
な
ど場

所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
11
月
13
日

（
火
）
＝
平
成
29
年
４
月
生
ま
れ　

②
12
月
11
日
（
火
）
＝
平
成
29
年

５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児　

①
11
月
８
日

（
木
）
＝
平
成
28
年
４
月
生
ま
れ　

②
12
月
６
日
（
木
）
＝
平
成
28
年

５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
15
分
ま

で

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
11
月
27
日

（
火
）
＝
平
成
27
年
４
月
生
ま
れ　

②
12
月
25
日
（
火
）
＝
平
成
27
年

５
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
眼
耳
ア
ン
ケ
ー
ト
、

検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者　

11
月
２
日（
金
）・

12
月
４
日
（
火
）
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
】

■
日
・
対
象
者　

11
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
～
12
時
＝
妊
娠
中
の

方
、
そ
の
配
偶
者

■
内
容　

妊
娠
中
の
暮
ら
し
方
と

産
後
の
育
児
に
つ
い
て
、
食
生
活

の
話
、
妊
婦
さ
ん
同
士
の
交
流
、

妊
婦
体
験
、
産
後
の
手
続
き
な
ど

11月と12月の「消費生活相談」窓口の開設
　明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消費
生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり開設
します。皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　① 11月 13 日（火）、② 12月 11 日（火）=各
日とも午前 10時～正午・午後１時～３時
■場所　役場１階相談室１
※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係（☎52・
7117）へお問い合わせください。

11月と12月の行政相談・心配ごと相談
■日時と内容　①11月５日（月） 午前９時 30 分～正午＝
行政相談・心配ごと相談、②11月19日（月） 午後1時 30
分～ 4 時＝心配ごと相談、③12月３日（月） 午前９時 30
分～正午＝行政相談・心配ごと相談、④12 月17日（月） 
午後１時30 分～４時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎52・7056）へお
問い合わせください。

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

11
月
５
日
（
月
）

ま
で
に
健
康
あ
ゆ
み
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ　

※
先
着
15
人　

※
託
児
が
必
要
な
場
合
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
（
有
料
、
当

日
申
し
込
み
不
可
）

お 知 ら せ
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号
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特
定
健
診
、

　

今
月
ま
で
で
す
！

〜
国
保
特
定
健
診
は
無
料
で
す
、

　

お
早
め
に
！
〜

　

７
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
「
国

民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
（
40

～
74
歳
）」、「
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
（
75
歳
～
）」
が
11
月
30
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ

の
方
は
、
お
早
め
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
11
月
25
日
（
日
）、
26

日
（
月
）
に
中
央
公
民
館
と
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
う〝

よ
り
ど

り
健
診〟

で
は
、
明
和
町
国
民
健

康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
だ
け
で
な
く
、
全
国

健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

の
被
扶
養
者
も
受
診
で
き
る
特
定

健
診
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
健
康
あ
ゆ
み
課
（
☎

52
・
７
１
１
５
）
へ
。

　

国
保
特
定
健
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
の
受
診
券
に
関
す
る
こ

と
は
、
福
祉
ほ
け
ん
課
（
☎
52
・

７
１
１
６
）
へ
。

奈
良
県
吉
野
町

－

お
す
す
め
さ
ん
ぽ
道

－

　

バ
ス
健
康
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
者
を
募
集

　
　
（
事
前
参
加
申
し
込
み
）

　

明
和
町
と
明
和
町
楽
し
く
歩
こ

う
会
で
は
、「
バ
ス
健
康
ウ
ォ
ー

ク
」
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
１
日
（
土
）

　

集
合
＝
午
前
７
時
45
分

　

出
発
＝
午
前
８
時

　

解
散
＝
午
後
７
時
予
定
（
雨
天

　

決
行
）

※
特
別
警
報
等
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
は
防
災
無
線
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
集
合
場
所　

町
役
場
職
員
駐
車

場
（
中
央
公
民
館
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
裏
）

■
コ
ー
ス

　

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
（
自
由

行
動
）、
四
季
ご
と
に
違
う
顔
を

も
つ
吉
野
山
。　

　

世
界
遺
産
を
ぶ
ら
り
訪
ね
歩
く

コ
ー
ス
で
す
。

■
参
加
資
格　

明
和
町
内
に
在
住

の
人

■
参
加
費　

３
５
０
０
円
（
バ
ス

代
、
旅
行
保
険
な
ど
）

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

雨
具
等
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
必
要
な

も
の

※
昼
食
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
の
で

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
お
食

事
で
き
る
お
店
も
あ
り
ま
す
。

■
定
員　

１
３
５
名
（
先
着
順
、

お
１
人
２
名
様
ま
で
は
申
し
込
み

可
）

■
申
込
方
法　

11
月
17
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
の
間

に
、
参
加
費
を
添
え
て
明
和
町
役

場
１
階
相
談
室
（
正
面
玄
関
か
ら

入
っ
て
一
番
奥
）
で
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
で
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　

な
お
、
17
日
（
土
）
に
都
合
が

悪
い
人
は
、
事
前
に
健
康
あ
ゆ
み

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、健
康
あ
ゆ
み
課（
☎

52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

12月９日に第61回明和町駅伝大会
　明和町体育協会では、駅伝大会を次のとおり開催します。
　総合体育館前の道路をスタートし、町内６区間、約19.3キロのコースで町内外の選手たちが健脚を競います。
皆さん、沿道では交通安全に十分ご注意のうえ、力走する選手へのご声援をよろしくお願いします。

　■期日　12月９日（日）（小雨決行）
　■コースと通過予想時刻
　　スタート　　　総合体育館前道路　　　　　　　 （午前）10時
　　第１中継所　　いつきのみや地域交流センター前　　　 10 時 13分頃
　　第２中継所　　担い手センター前　　　　　　　　　 　10時 23分頃
　　第３中継所　　大淀小学校正門前　　  　　　　　　　  10 時 38分頃
　　第４中継所　　みいと会館（下御糸地区コミュニティーセンター）前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　10時 51分頃
　　第５中継所　   上御糸小学校正門前　　　　　　 　　　11時 01分頃
　　ゴール　　　　総合体育館モニュメント前　　　　 　　11時 06分頃
　　※詳しくは、明和町体育協会（町総合体育館内、☎ 52・7130）へお問い合わせください。
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　まっすぐ立つ姿勢を簡単にチェックする方法があります。壁に背中を向けて立ち、かかと、お尻、肩甲骨、後
頭部を壁につけます。背中と壁の隙間は手のひら１～２枚程度とします。隙間が空く人は、背中を壁にくっつけ
るようにしてみましょう。この姿勢がキープできない人は、姿勢を保つ筋肉が落ちてきている可能性があります。
おとな元気教室で外側の筋肉だけでなく、内側の筋肉も鍛えていきましょう！
　ご自分の体力に合わせてコースを選んでいただけます。11月 23日は祝日でも行います。ぜひお誘い合わせ
の上、ご参加ください。水分補給するものを忘れずにお持ちください。
■日　　時：11月 13日（火）、23日（祝・金）、27日（火）、30日（金）
　　　　　　●初級コース／午前９時～ 10時
　　　　　　●中級コース／午前 10時 30分～ 11時 30分
■場　　所：明和町総合体育館
■持ち物等：運動しやすい服装、運動シューズ、水分（お茶など）、タオル
※申し込みは不要です。参加希望の方は、当日会場へお越しください。
詳しくは、健康あゆみ課 健康づくり係　☎ 52・7115まで

おとな元気教室（健康アップ運動教室）で
一緒に体を動かしましょう！

介
護
者
健
康
教
室

　

健
康
あ
ゆ
み
課
で
は
、
介
護
者

健
康
教
室
を
次
の
通
り
開
催
し
ま

す
。

■
内
容　

今
回
は
「
ヨ
ガ
の
ゆ
っ

た
り
体
ほ
ぐ
し
体
操
」
と
題
し
、

講
師
か
ら
介
護
者
の
健
康
を
保
つ

こ
と
を
目
的
に
、
体
の
疲
れ
を
癒

し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る
体

操
を
学
び
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
時　

11
月
12
日
（
月
）

　

ヨ
ガ
の
ゆ
っ
た
り
体
ほ
ぐ
し
体　

　

操
：
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　

介
護
の
お
し
ゃ
べ
り
会
：
午
後

　

２
時
30
分
～
３
時

※
お
し
ゃ
べ
り
会
は
希
望
者
の
み

と
な
り
ま
す

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
和
室

■
講
師　

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ー

ナ　

藤
原
由
佳
里
さ
ん

■
参
加
費　

無
料

■
参
加
申
し
込
み　

当
日
正
午

ま
で
に
健
康
あ
ゆ
み
課
（
☎
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

お 知 ら せ
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歯
と
お
口
の

　

健
康
ま
つ
り
を
開
催

■
日
時　

11
月
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
く
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

斎
宮
地
区　

地
区
料
理

　
　
　
　

参
加
者
募
集

【
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
】

■
日
時　

12
月
８
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～

■
場
所　

い
つ
き
会
館
調
理
室

■
テ
ー
マ　

非
常
食
を
使
っ
た
料

理■
参
加
費　

５
０
０
円
程
度

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

11
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
52
・
５
２
２
０
（
永
島
さ
ん
）

11
月
の
町
税
・

　
　
　

保
険
料
納
期

　

11
月
の
町
税
・
保
険
料
納

付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年

金
天
引
き
を
除
く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
＝
各
第
８
期
分
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
＝
第
５
期
分

■
納
期
限
＝
11
月
30
日
（
金
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
11
月
27

日
（
火
）
に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　

11
月
９
日
（
金
）、

11
月
26
日
（
月
）、
各
日
と
も

午
後
５
時
15
分
～
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容　

税
務
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　

11
月
４
日
・
11
日
・

25
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と

も
午
前
８
時
30 

分
～
正
午
・

午
後
１
時
～
５
時
15 

分

■
場
所
と
内
容　

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎

52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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第
９
回
め
い
わ
フ
ェ
ス
タ
と

第
19
回
明
和
ざ
い
し
ょ
市
開
催

　

町
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会
で

は
、
わ
が
町
の
食
文
化
の
見
直
し

と
良
き
習
慣
の
伝
承
を
目
的
に
、

次
の
と
お
り
各
催
し
を
開
催
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
１
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
明
和

１
階　

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
広
場

■
内
容　

平
安
装
束
の
試
着
体
験
・

写
真
撮
影
、
松
阪
市
健
診
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
骨
密
度
測
定
な
ど
、

明
和
町
の
特
色
を
生
か
し
た
多
数

の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。
ま
た
、
町

特
産
の
野
菜
、
十
二
単
バ
ウ
ム
・

酒
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
各
種
お
菓

子
な
ど
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
町
特
産
品
振
興
連
絡

協
議
会
事
務
局（
☎
52
・
０
０
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
52
・
０
３
７
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
11
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
日

曜
（
窓
口
）
開
庁
で
は
、
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
各
種
証
明
書
の
発

行
を
は
じ
め
、各
種
申
請
書
の
受
付
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
日
の
役
場
の
手
続
き
等
が
困
難
な
人
は
、ぜ
ひ
、日
曜（
窓
口
）

開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
11
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
時　
11
月
４
日・11
日・25
日（
各

日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時

15
分  

※
11
月
18
日
は
町
議
会
議
員
・
町
長
選
挙
の
た
め
開
庁
し
ま

せ
ん
。

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容

は
、
事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（U

RL http://w
w
w
.tow

n.
m
eiw
a.m
ie.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・

７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

町
長
日
曜
座
談
会

11
月
11
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　
明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交

換
を
通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た

め
、
毎
月
１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
11

月
の
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
11
月
11
日
（
日
）　

午
後
１
時
〜
４
時
…
申
込
期
限
＝

11
月
５
日
（
月
）　

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階　

町
長
室　

■
対

象
＝
町
内
に
在
住
す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人

で
構
成
す
る
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど　
■
申
し
込
み
＝
所
定

の
申
込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ
ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、

防
災
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日
を
除
く
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
防
災
企
画
課
（
☎
52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度「
税
金
展
」の
お
知
ら
せ

■
開
催
日　

11
月
10
日
（
土
）・

11
日
（
日
）

■
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
明
和

　

１
階
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
広
場

■
主
な
内
容

●
税
に
関
す
る
作
品
展
示（
絵
画
・

絵
は
が
き
・
習
字
・
作
文
・
標
語
）

●
優
秀
作
品
表
彰
式

●
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

な
ど

　国税庁ホームページでは、国税局
や税務署の仕事を動画で紹介するイ
ンターネット番組「Web-TAX-TV」
や税の役割についてイラストやグラ
フで分かりやすく解説したスライド
などを掲載した特設ページを公開し
ています。

詳しくは…

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
阪
税
務
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
（（
公
社
）
松
阪
法
人
会
）

　
（
☎
０
５
９
８
・
52
・
１
３
２
１
）

11月11日～17 日は
「税を考える週間」です。

この機会に、税について考えてみませんか !
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町長・町体育協会長表彰受賞者の皆さん
　各種スポーツ大会等（平成29 年９月１日～平成30 年３月 31 日）で、東海地区大会以上への出場・県
大会３位以上の成績を収めた次の皆さんが、町長・町体育協会長表彰を受賞しました。
　皆さん、おめでとうございます。（敬称略、順不同）

明和町長表彰
■町長表彰　▷ソフトボール＝西村祐斗、奥井大地　▷バドミントン＝田端亜弥
　　　　　　▷スポーツ振興功労＝小家澄雄

明和町体育協会長表彰
■団体　▷ソフトボール＝明和中学校ソフトボール部、ＭＪクラブ・シニア、ＭＪクラブ・ハイシニア、若
竹スポーツ少年団
■個人　▷陸上＝乾颯人、岡本凪布、恩田健人、出口大貴　▷テニス＝小竹咲　▷バレーボール＝黒坂育史、
柴原啓、菅野賢志　▷ソフトボール＝長利和音、須賀真司、鈴木愛加、田邊夏鈴、中山芹那、濱口幸美
▷バドミントン＝辻井清加、辻井彩加、中西亮子、中西昌利、中山功司、中山颯太　▷日本拳法＝土屋咲月
▷グラウンドゴルフ＝野田節雄、田端弘美　▷自転車＝下井竜

11
月
17
日
・
18
日
は

　

観
覧
無
料

　
　
　
　
【
斎
宮
歴
史
博
物
館
】

　

毎
年
11
月
に
関
西
各
地
の
美
術

館
・
博
物
館
、
資
料
館
な
ど
の
文

化
施
設
が
無
料
開
館
と
な
る 

「
関

西
文
化
の
日
」
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

斎
宮
歴
史
博
物
館
で
は
、
11
月

17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）
の
２

日
間
、
観
覧
料
が
無
料
と
な
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
斎
宮
歴
史
博

物
館
で
地
元
の
歴
史
や
文
化
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

斎
宮
歴
史
博

物
館
（
☎
52
・
３
８
０
０
）

11
月
11
日
に
水
池
遺
跡
公
園
で
斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り

【
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、ミ
ニ
斎
王
群
行
や
バ
ザ
ー
な
ど
】

　

斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、
第
20
回
の
斎
王
参
向

古
道
ま
つ
り
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
多
数
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
11
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
（
受
付
＝
午
前

９
時
～
）

■
場
所　

大
字
明
星
地
内　

水
池

遺
跡
公
園
（
雨
天
の
場
合
は
、
明

星
小
学
校
体
育
館
）

※
駐
車
場
は
、
明
星
小
学
校
運
動

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

①
古
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

②
地
域
の
芸
能
＝
明
和
太
鼓
、
手

品
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
明
和

音
頭
、
し
ょ
ん
が
い
踊
り
、
③
催

し
も
の
＝
ミ
ニ
斎
王
群
行
、
斎
王

の
舞
、
④
お
も
て
な
し
と
協
賛
バ

ザ
ー
＝
お
餅
の
も
て
な
し
、
支
援

団
体
の
模
擬
店（
う
ど
ん
、お
で
ん
、

古
道
汁
、野
点
）、
餅
ま
き
、協
賛
バ

ザ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

※
詳
し
く
は
、
斎
王
参
向
古
道
ま

つ
り
実
行
委
員
会 

奥
浦
敏
夫（
☎

52
・
１
３
７
３
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

介
護
有
資
格
者

Re（
リ
）ス
タ
ー
ト
研
修

　

参
加
者
募
集
！

介
護
の〝

知
識・技
術〞

確
認
し
て　
　
　

　

 
み
ま
せ
ん
か
？

　

介
護
の
資
格
は
持
っ
て
い
る
け

れ
ど
、
介
護
の
仕
事
に
不
安
が
あ

る
人
を
対
象
に
、
福
祉
・
介
護
の

現
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
職
場
へ
の
就
労
を
お
考
え

の
場
合
に
は
、
就
労
に
向
け
た
相

談
や
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て
再

就
職
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
手

伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

■
日
程　

12
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　

12
月
13
日
（
木
）

　

他
に
施
設
体
験
が
２
日
間
あ
り

ま
す
。日
程
と
場
所
は
相
談
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

■
場
所　

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー　

２
階　

大
会
議
室

■
対
象

　

介
護
の
資
格
を
お
持
ち
で
、

①
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
な
い
人

②
介
護
士
と
し
て
復
帰
後
概
ね
１

　

年
未
満
の
人

■
内
容　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、

認
知
症
ケ
ア
、
就
職
相
談
な
ど

■
定
員　

30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

三

重
県
社
会
福
祉
協
議
会　

三
重
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー　

研
修
担
当

（
☎
０
５
９
・
２
２
７
・５
１
６
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
30
年 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動（
11
月
９
日
～
15
日
）

【
全
国
統
一
防
火
標
語『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
』】

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発
生

し
や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
が
始
ま
る
こ
の

機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防

に
取
り
組
み
、
火
災
を
発
生
さ
せ

な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

◇
３
つ
の
習
慣

 

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し
な
い

 

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

 

・
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は

　

必
ず
火
を
消
す

◇
４
つ
の
対
策

 

・
火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

　

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

　

す
る

 
・
寝
具
、
衣
類
へ
の
着
火
を
防
ぐ

　

た
め
に
防
炎
品
を
使
用
す
る

 
・
初
期
消
火
の
た
め
に
住
宅
用
消

　

火
器
を
設
置
す
る

 

・
火
災
が
発
生
し
た
時
の
た
め
に

　

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

※
す
べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
！

※
設
置
済
み
の
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
は
、
定
期
的
に
作
動
す
る

か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
設
置
か
ら

10
年
を
目
安
に
新
し
い
も
の
に
取

り
換
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
５
９
８
・
25
・
１
４
１
２
）

●11月 松阪中消防署三雲分署
　 普通救命講習会
◎講習内容
　①心臓や呼吸が突然止まった人への対応及び心　
　　肺蘇生法と AED に関する説明
　②心肺蘇生法の実技
　③AEDの使用取り扱い実技
　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 3時間

◎日時　11月 17日（土）午前 9時～正午
◎場所　松阪市曽原町 872
　　　　松阪市三雲振興局２階大会議室
◎定員　30人（中学生以上対象、定員になり次
第締切）
◎募集期間　11月 5日（月）～ 15日（木）
◎申込方法　消防本部または、最寄りの消防署・
分署で申込書に必要事項を記入して提出してくだ
さい。また、松阪地区広域消防組合のホームペー
ジからも申込ができますのでご利用ください。

【松阪地区広域消防組合ホームページ】
http://www.mie-matsusaka119.jp/
※講習を受けられた方には「普通救命講習修了証」
を交付します。
◎連絡先　松阪中消防署 三雲分署 担当 島・和田
　☎0598・56・2536　FAX 0598・56・3296

●司法書士無料相談会開催の
　お知らせ
　相続、不動産の登記、会社の登記、借金問題、
成年後見、裁判手続等について司法書士による無
料相談会を開催いたします。お気軽にご相談下さ
い。
◎日時　11月 15日（木）
　午後６時～８時（最終受付　午後７時 30分）
◎開催場所
　松阪市民活動センター（松阪市日野町788番地　
　カリヨンプラザ３階）
◎主催　三重県司法書士会松阪支部
◎連絡事務局
　司法書士　鈴木陽介　☎ 0598・23・4638
　司法書士　古田顕子　☎ 0598・21・1518

交通事故相談会の開設（11月・12月）
　明和町では、交通事故被害者支援センター派遣員に
よる交通事故の相談会（過失割合の判例、示談の仕方・
進め方、賠償請求と賠償額の算定、その他相談等）を
次のとおり開催します。
　皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時
　11月 14日（水）午後１時～３時
　※１人１時間
　【要予約】申込期限　11月13日（火）午前11時
　※土曜日・祝日・休日を除く。
　12月 12日（水）午後１時～３時
　※１人１時間
　【要予約】申込期限　12月11日（火）午前11時
　※土曜日・祝日・休日を除く。
■場所　明和町保健福祉センター 
　※詳しくは、 人権生活環境課環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

※応急手当WEB講習を受講された方は 1時
間短縮されますので、午前 10 時から開始
となります。その際は、必ず受講証明書を
印刷、または画面メモ等したものを持参し
てください。
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●【きれいな町をめざして】　
　11月11日（日）に「空き缶ゼロ運動」
　  みなさん、多数ご参加ください！
　明和町と明和町環境対策推進委員会は今年の
「空き缶ゼロ運動環境美化行動の日」を 11月 11
日（日）に定め、全町一体となって空き缶などの
回収に取り組みます。
　わたしたちの町が、空き缶や空きビン、ペットボ
トルなどが捨てられていない、きれいな町になるよ
うに、みなさんのご参加とご協力をお願いします。
■回収日時　11月 11日（日）　午前８時～９時
■集合時間　各自治会で決定していただきます。
■回収区域　集落の周辺
　※交通量の多いところや踏切周辺等の危険なと 
　　ころは避け、安全には十分ご注意ください。
■回収するもの　空き缶、空きビン、ペットボトルなど
■回収した空き缶などの収集
　自治会で決められた場所に出してください。家
庭から出たゴミは出さないでください。
■開催の有無について
　中止の場合は午前７時過ぎに防災行政無線でお
知らせします。
　※詳しくは、人権生活環境課・住民協働係
　　（☎52・7117）へお問い合わせください。

●１１月は労働保険適用促進強化期間
　労働保険（労災保険と雇用保険）は、政府が管理・
運営している強制的な保険であり、農林水産業の一
部を除き、労働者を１人でも雇っている事業主は、事
業主または労働者の意思の有無にかかわりなく、必ず
加入手続をすることが法律で定められています。
　三重労働局では、一般社団法人全国労働保険事務
組合連合会三重支部と連携して、労働保険未手続事
業場を戸別訪問する等により加入促進を図っています。

費用徴収制度　事業主が故意又は重大な過失により
労災保険の加入手続を行わない、いわゆる未手続の
期間中に生じた事故について労災給付を行った場合
は、遡って保険料等を徴集する他に、保険給付額の
40％又は100％を事業主から徴収します。
■問い合わせ先　三重労働局総務部労働保険徴収室
（☎059・226・2100）又は、最寄りの労働基準
監督署・公共職業安定所へお問い合わせ下さい。

●能力開発セミナー受講者募集の　
　お知らせ
　ポリテクセンター伊勢では、次のとおり仕事を
遂行する上で必要な専門的知識の習得および技能
の向上を図るための公共職業訓練を実施します。
　コース名・日程・定員等、下記のとおりです。
◎訓練場所　ポリテクセンター伊勢（伊勢市小俣
町明野 685）
◎対象　能力開発の向上を目指す人
【コース名】鉄骨構造物における構造計算技術
【日程】12 月 4日（火）、5日（水）　2日間
【受講料】10,000 円　【定員】10人

【コース名】TIG溶接実践技術（ステンレス鋼板材編） 
【日程】12 月 5日（水）、6日（木）　　2日間
【受講料】11,000 円　【定員】10 人

【コース名】数値処理による PLC制御技術 
【日程】1月21日（月）、22日（火）、23日（水）　3日間
【受講料】10,100 円　【定員】10 人

【コース名】被覆アーク溶接実践技術（各種姿勢溶接）  
【日程】1月 22日（火）、23日（水）　2日間
【受講料】10,000 円　【定員】10 人

【コース名】実践機械設計技術（２次元設計）
２次元CAD～ AutoCAD～
【日程】1月29日（火）、30日（水）、31日（木）   3日間
【受講料】11,000 円　【定員】10 人

【コース名】超音波探傷技術による欠陥評価（UT
レベル 1相当）★

【日程】2月20日（水）、21日（木）、22日（金）  ３日間
【受講料】13,500 円　【定員】10 人

【コース名】半自動アーク溶接実践技術（各種姿勢編） 
【日程】2 月 27日（水）、28日（木）　2日間
【受講料】10,500 円　【定員】10人

◎応募締切　お手数ですが、あらかじめ電話等
で申し込みコースの申し込み状況をご確認下さ
い。当センターホームページに掲載している申
込書に必要事項を記入の上、FAX、郵送、持参
により各コース開講日の２週間前まで（★印は
３週間前まで）に申し込みください。
◎問合せ先　独立行政法人高齢・障害・求職者雇
用支援機構三重支部三重職業能力開発促進セン
ター伊勢訓練センター（ポリテクセンター伊勢）
☎ 0596・37・3121

労働保険
労災保険 雇用保険

業務上の事由または通勤による
労働者の負傷、疾病、障害また
は死亡等に対して、迅速かつ公
正な保護をするため、必要な給
付を行うこと等を目的とした制度

労働者の生活及び雇用の安定
を図るとともに、失業した際、
再就職を促進するための能力
の開発・向上等の各種の援助
を行う等を目的とした制度
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いつきのみや歴史体験館からお知らせ
☆追儺のまつり主役３役とおばけ役募集
　１２月２３日（日・祝）は年末恒例の追儺のまつりです。
　陰陽師（おんみょうじ）に方相氏（ほうそうし）、侲子（し
んし）の主役３役とおばけ役を募集いたします。
　声の大きい元気な方で、まつりを盛り上げてくれる方、
ぜひご参加をお待ちしています。なお陰陽師・方相氏は
１度ご参加いただいた方はご遠慮ください。

■募集期間：11月 1日（木）～ 20日（火）
■役：陰陽師１名（150㎝以上 175㎝未満男女不問）
　　　方相氏 1名（170㎝以上男性）
　　　侲子 3名    （小学生身長 140㎝前後）
　　　おばけ 7名（幼児）
※後日、打ち合わせがあります。

☆いつきのみや盤すごろく大会参加者募集
　２月にいつきのみや盤すごろく大会を開催します。
　盤双六は平安時代に庶民・貴族もはまって遊んだ
盤ゲームです。
　小学生～一般の方を対象に盤双六「つみかえ」の
ルールで対決します。ぜひ参加して優勝を目指しま
しょう。

■大会日：予選（小学生・一般）２月９日（土）
　　　　　本選（小学生・一般）２月 10日（日）
■定員：小学生・一般　各 36名
■募集期間：11月１日（木）～１月 14日（月）
■参加：無料
申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎ 52・3890）へ。

ふるさと会館からお知らせ
○ 11月のおはなし会
◆「おはなし小槌」による読み聞かせ
■日時：11月 25日（日）午後２時～
■場所：ふるさと会館１階児童室
■内容：絵　本「いろいろいろんな日」
　　　　　 　　「ぴっけやまのおならくらべ」
　　　　紙芝居「こわがりギンちゃんのばけねこそうどう」
◆「会館スタッフ」による読み聞かせ
■日時：11月 22日（木）午前 11時～
■場所：ふるさと会館 1階児童室
◆「てんとうむし」による読み聞かせ
・おやすみです。

○11月ワークショップ「万華鏡を作ろう」
■日時：11月 17日（土）午前 10時～正午
■持ち物：はさみ
■参加費：200円
■募集人数：10人
■対象：どなたでも応募できます。（小さいお子さんは
保護者同伴で）
■受付：11月６日（火）正午～

○ 11月特別展「伊勢型紙作品展」
　明和町伊勢型紙同好会のみなさん制作の作品展示会です。
■期間：11月 14日（水）～ 12月 2日（日）
■場所：ふるさと会館２階特別展示場

○明和中学校３年生絵本作品展を開催します
■日時：11月15日（木）～12月13日（木）
■場所：図書館１階フロアー

○「秋の読書週間」期間中の行事案内
◆としょかん市：11月４日（日）～９日（金）
　恒例のお持ち帰り自由の図書リサイクルです。
・４日：場所は玄関前（雑誌）と２階多目的室（一般書・児童書）
　時間は午前10 時～午後５時30 分
　雑誌は４日午前中お一人１種類２冊まで。合計５冊まで
　とします。午後からは制限はありません。
・６日～９日：場所は２階多目的室　
　時間はふるさと会館開館時間内
・雑誌以外の本は冊数制限はありませんが、お一人で大
量の本をお持ち帰られることはお控えください。としょ
かん市の趣旨をご理解いただき、楽しい、有意義なと
しょかん市にしたいと思います。ご協力ください。
◆としょかん川柳の募集：10月２日（火）～11月29日（木）
 ・５・７・５にこだわらず、ご自由にお詠みください。
 ・お一人３句以内で応募してください。
 ・応募作品の中から最優秀賞、館長賞など選び、記念品
を贈呈いたします。

○ 11月の休館日
　５日（月）、12日（月）、19 日（月）、26日（月）、30
日（金／月末整理日）、３日（土／文化の日）、23日（金）
／勤労感謝の日）は祝日開館します。
※詳しくは、ふるさと会館（☎52・7131）へお問い合わせ下さい。

お 知 ら せ
広報めいわ平成30年

（2018年）11月号

27



http://www.town.meiwa.mie.jp/ 三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

期 間 明和町情報番組め～ナビ 内容

11月  1日木～
11月  8日木　

11月  8日木～
11月15日木　

11月15日木～
11月22日木　

11月22日木～
11月29日木　

11月29日木～
12月  7日木　

●ニュース：①松阪のつどい
②総合防災訓練　ほか

●トピックス：視聴者投稿め～Tube

●ニュース：①町民文化祭
②大淀衹園祭フォトコンテスト表彰式　ほか

●トピックス：明和アーカイブス

●ニュース：①明和中学校文化祭
②明和キッズ健康マラソン大会　ほか

●トピックス：めいわまつり

●ニュース：①老人クラブ連合会ペタンク大会
②明和町議会議員選挙･町長選挙　ほか

●トピックス：今に伝える伝統工芸～擬革紙～

●ニュース：①明和町消防団秋季訓練
②歯とお口の健康まつり　ほか

●トピックス：明和中学校文化祭

６：００
７：００
８：００
９：００
１０：００
１１：００
１２：００
１３：００
１４：００
１５：００
１６：００
１７：００
１８：００
１９：００
２０：００
２１：００
２２：００
２３：００
０：００
１：００

明和町情報番組 め～ナビ

00分　～　ニュース

10分頃～　トピックス

40分頃～　文字放送

50分頃～　お天気

※繰り返し放送

放送時間・番組

お天気
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場
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）　

（有料広告）

（有料広告）

明和町行政チャンネル番組表〈11月1日木～12月7日木〉
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午
（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。
詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。
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